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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

米
大
統
領
に
返
り
咲
い
た
ド

ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
（
共
和

党
）
が
20
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
で
の
大
統
領
就
任
式
に
臨

み
、
第
47
代
大
統
領
に
就
任
し

た
。
寒
波
の
た
め
、
通
常
の
合

衆
国
議
会
議
事
堂
の
外
で
は
な

く
議
事
堂
内
の
ロ
タ
ン
ダ
（
円

形
大
広
間
）
で
行
わ
れ
た
。
寒

波
の
た
め
議
事
堂
内
で
行
わ
れ

る
の
は
１
９
８
５
年
の
レ
ー
ガ

ン
大
統
領
就
任
式
以
来
と
な
っ

た
。
就
任
演
説
は
前
回
４
年
前

の
約
16
分
の
倍
近
く
長
い
32
分

ほ
ど
だ
っ
た
。　

　

式
典
で
ト
ラ
ン
プ
氏
が
宣
誓

し
て
第
47
代
大
統
領
に
就
任
し

た
。
78
歳
７
か
月
で
の
大
統
領

就
任
は
米
国
史
上
最
高
齢
と
な

る
。
就
任
演
説
は
「
米
国
の
黄

金
時
代
は
今
始
ま
る
。
わ
が
国

は
再
び
世
界
中
で
繁
栄
し
、
尊

敬
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
」
と
始
ま
り
、
冒
頭
か
ら
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
オ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
起
き
た
。

　
「
米
国
第
一
」
を
強
調
し
、

ア
ラ
ス
カ
州
の
北
米
最
高
峰
デ

ナ
リ
を
自
身
が
尊
敬
す
る
米
大

統
領
で
あ
る
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
に

戻
し
、
メ
キ
シ
コ
湾
は
ア
メ
リ

カ
湾
に
改
名
す
る
と
も
語
っ

た
。
昨
年
７
月
の
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
州
バ
ト
ラ
ー
で
の
銃
撃
事

件
に
触
れ
、
耳
の
軽
傷
だ
け
で

済
ん
だ
こ
と
に
「
米
国
を
再
び

偉
大
な
国
に
す
る
た
め
に
、
私

は
神
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
」
の

だ
と
も
語
っ
た
。

　

南
部
の
国
境
問
題
で
は
「
国

家
非
常
事
態
」
を
宣
言
、
不
法

移
民
の
取
り
締
ま
り
に
軍
隊
の

派
遣
を
許
可
す
る
大
統
領
令
を

出
す
と
し
た
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

の
許
可
を
迅
速
化
す
る
国
家
エ

ネ
ル
ギ
ー
非
常
事
態
宣
言
の
大

統
領
令
に
も
署
名
す
る
と
述
べ

た
。麻
薬
カ
ル
テ
ル
組
織
を「
国

際
テ
ロ
リ
ス
ト
」
に
指
定
し
、

バ
イ
デ
ン
政
権
が
可
決
し
た
電

気
自
動
車
の
義
務
化
を
終
わ
ら

せ
る
大
統
領
令
に
も
署
名
す
る

と
も
述
べ
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
移
民
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
貿
易
、
多
様
性
政
策

な
ど
に
関
す
る
民
主
党
の
政
策

　

赤
い
「
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
」
ハ
ッ
ト

が
20
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
あ
ふ
れ
た
。

有
権
者
の
約
9
割
が
民
主
党
大

を
撤
回
す
る
一
連
の
大
統
領
令

を
発
令
す
る
予
定
だ
。
大
統
領

令
は
１
０
０
近
く
に
な
る
と
見

ら
れ
る
。
両
親
が
合
法
的
な
移

民
資
格
を
持
た
な
い
米
国
生
ま

れ
の
子
供
に
市
民
権
を
与
え
る

制
度
も
廃
止
す
る
予
定
だ
が
、

い
わ
ゆ
る
「
出
生
地
主
義
」
は

合
衆
国
憲
法
に
規
定
が
あ
り
、

過
去
の
最
高
裁
判
決
で
認
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
簡
単
に
は

い
か
な
い
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
５
面
に
）

統
領
候
補
に
投
票
し
た
リ
ベ
ラ

ル
派
支
配
の
エ
リ
ア
。
市
民
の

姿
は
な
く
、
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
ピ
ー
プ

ル
以
外
は
歩
い
て
い
な
い
半
ば

ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
の
よ
う
に
な

っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
は
正

午
、
就
任
宣
誓
に
臨
ん
だ
。
外

は
零
下
5
度
。
就
任
式
が
見
ら

れ
る
会
場
は
１
０
０
万
人
以
上

が
入
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
モ
ー
ル

公
園
で
は
な
く
、
2
万
人
収
容

の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ワ
ン
・
ア
リ

ー
ナ
に
変
更
さ
れ
た
。
宣
誓
を

見
た
い
人
々
は
、
ス
ポ
ー
ツ
バ

ー
に
駆
け
込
む
か
、
カ
フ
ェ
や

歩
道
な
ど
で
各
々
の
ス
マ
ホ
に

見
入
っ
た
。

　

極
寒
、
屋
内
就
任
式
、
Ｍ
Ａ

Ｇ
Ａ
ハ
ッ
ト
の
波
と
、
異
例
づ

く
し
の
こ
の
日
。
就
任
式
を
伝

米
国
黄
金
時
代
の
再
生

世
界
が
注
視
、
第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
始
動

写真：トランプ大統領に更新されたホワイトハウスのウェブサイトから　

え
る
画
面
の
中
に
も
大
き
な
変

化
が
あ
っ
た
。
主
賓
に
、
テ
ス

ラ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス

ク
氏
、メ
タ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
マ
ー
ク
・

ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
氏
な
ど
Ｉ
Ｔ

企
業
の
億
万
長
者
ら
が
ず
ら
り

と
並
ん
だ
の
も
初
め
て
。
白
人

富
裕
層
の
輝
く
顔
ぶ
れ
が
、
価

格
高
騰
に
苦
し
ん
だ
末
に
ト
ラ

ン
プ
氏
を
選
ん
だ
有
権
者
と
の

経
済
的
隔
た
り
を
際
立
た
せ

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
同
日
の
う
ち

に
数
十
を
超
え
る
大
統
領
令
に

油
性
マ
ー
カ
ー
で
署
名
。
通
常

で
あ
れ
ば
、
政
策
に
貢
献
し
た

関
係
者
に
感
謝
の
意
味
で
配
る

署
名
の
ペ
ン
を
、
ア
リ
ー
ナ
の

中
で
支
持
者
に
投
げ
て
配
っ

た
。

（
津
山
恵
子　

ワ
シ
ン
ト
ン
）

白人富裕層の輝く顔ぶれ
支持有権者との隔たり際立つ

ワシントンDCのスポーツバーで宣誓式を見る市民（写真・津山恵子）

https://www.restaurantnippon.com/
https://giip-global.com/ja/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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日
本
食
品
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｏ
）
に
よ
る
日
本
の
お
菓
子
を

紹
介
す
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
イ
ベ

ン
ト
が
、
17
日
、
18
日
、
19
日
、

の
3
日
間
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に

あ
る
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
２
階

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
で
開
催

さ
れ
た
。
18
日
午
後
１
時
か
ら

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
区
の
有
力

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
招
き
、

日
本
の
お
菓
子
の
試
食
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
会
場
に
常
設
さ

れ
て
い
る
茶
室
で
も
、
茶
道
家

の
武
家
茶
道
上
田
宗
箇
流
正
教

授
、
長
野
佳
嗣
さ
ん
が
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
客
に
お
茶
の

歴
史
や
日
本
に
お
け
る
茶
道
の

広
ま
り
に
つ
い
て
実
演
を
交
え

て
解
説
し
た
。

　

禅
僧
の
修
行
か
ら
生
ま
れ
た

茶
の
湯
文
化
は
中
国
か
ら
日
本

に
伝
来
後
、
江
戸
時
代
に
は
武

士
た
ち
が
戦
場
で
飲
む
よ
う
に

な
り
広
ま
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル

と
ス
ペ
イ
ン
の
交
易
船
が
日
本

に
白
砂
糖
を
運
び
、
日
本
か
ら

お
茶
が
輸
出
さ
れ
た
経
緯
に
参

加
者
た
ち
は
熱
心
に
動
画
を
撮

り
な
が
ら
聞
き
、
こ
の
日
特
別

に
用
意
さ
れ
た
ク
リ
ー
ム
満
載

の
升
入
り
お
菓
子
ス
イ
ー
ツ
に

大
喜
び
。「
日
本
の
お
菓
子
は
、

ロ
ー
カ
ル
の
産
地
と
季
節
感
を

大
切
に
す
る
」
と
い
う
長
野
さ

ん
の
説
明
に
マ
リ
セ
ル
・
サ
ラ

ザ
ー
さ
ん
は
「
お
茶
と
お
菓
子

と
の
関
係
性
が
と
て
も
新
鮮
で

し
た
。抹
茶
も
お
い
し
か
っ
た
」

と
話
し
た
。
日
本
に
住
ん
で
い

た
と
い
う
ア
リ
ア
ナ
・
オ
デ
ィ

ー
ル
さ
ん
は
「
日
本
の
ス
イ
ー

ツ
は
大
好
き
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散

し
ま
す
」
と
商
品
を
手
に
携
帯

で
撮
影
し
て
い
た
。

　

参
加
出
店
企
業
は
、
ク
ラ
シ

エ
株
式
会
社
、
越
後
製
菓
株
式

会
社
、
カ
バ
ヤ
食
品
株
式
会

社
、
森
白
製
菓
株
式
会
社
、
岩

塚
製
菓
株
式
会
社
、
春
日
井
製

菓
株
式
会
社
、
株
式
会
社
ブ
ル

ボ
ン
、
株
式
会
社
伊
藤
園
。
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
、
日
本
の
農
林
水

産
物
、
食
品
の
輸
出
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
と
の
相
乗
効
果
を

図
る
取
り
組
み
を
背
景
に
、
訪

日
経
験
者
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
食

体
験
を
、
海
外
消
費
者
の
消
費

の
拡
大
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

米
国
で
の
開
催
理
由
と
し

て
、
訪
日
満
足
度
と
再
来
訪
意

向
が
高
い
こ
と
、
世
界
最
大
の

菓
子
市
場
で
あ
り
な
が
ら
、
米

国
の
輸
入
菓
子
の
シ
ェ
ア
は
１

％
に
満
た
な
い
こ
と
、
企
業
の

ニ
ー
ズ
と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア

は
自
社
で
対
応
で
き
る
と
こ
ろ

が
多
い
が
、
米
国
は
現
地
系
に

入
り
込
み
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
。１
月
31
日
、２
月
１
、２
日
、

７
、８
、９
日
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
の
ミ
ツ
ワ
で
も
一

般
向
け
の
Ｐ
Ｒ
販
売
が
行
わ
れ

る
予
定
だ
。

日本のお菓子を
お茶でプリーズ！
NYでスイーツPRイベント

http://newyork-apartment-realestate.com
http://hinomaru-limo.com
http://www.goca.gallery
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2 月 NY日系人会の行事

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
主
催
、
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議

所
、
日
本
ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｙ
日
系

人
会
共
催
に
よ
る
令
和
７
年
新

年
賀
詞
名
刺
交
換
会
が
17
日

昼
、
日
本
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ

１
２
０
人
が
参
加
し
た
。
正
午

の
君
が
代
斉
唱
に
続
き
、
主
催

者
を
代
表
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

総
領
事
の
森
美
樹
夫
大
使
が
新

年
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

森
大
使
は
、
30
年
前
の
こ
の

日
に
起
こ
っ
た
阪
神
淡
路
大
震

災
、
ま
た
昨
年
来
の
能
登
半
島

地
震
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災

害
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
触
れ

た
あ
と
、
米
国
で
は
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
再
選
に
よ
る
石
破
首

相
と
の
新
た
な
日
米
関
係
の
新

時
代
を
ど
う
構
築
し
て
い
く

か
、
一
層
の
発
展
、
強
化
を
当

地
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
述

べ
た
。
ま
た
今
年
４
回
目
と
な

る
５
月
10
日
開
催
の
ジ
ャ
パ

ン
・
パ
レ
ー
ド
へ
の
支
援
協
力

と
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
が
安

心
・
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る

在
留
邦
人
の
保
護
が
総
領
事
館

の
最
も
大
切
な
責
務
で
あ
る
と

述
べ
、
当
地
の
日
系
媒
体
な
ど

と
も
協
力
し
情
報
の
発
信
に
努

め
、
使
い
や
す
い
総
領
事
館
を

目
指
し
た
い
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
共
催
団
体
か
ら
、
河

手
哲
雄
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所

（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
会
頭
は
、
今
年

は
新
し
い
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け

て
挑
戦
し
て
成
果
を
掴
ん
で
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

日
米
関
係
の
友
好
を
ビ
ジ
ネ
ス

面
か
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と

語
っ
た
。

　

上
野
佐
有
日
本
ク
ラ
ブ
会
長

は
、
昨
年
の
地
政
学
的
に
社
会

的
分
断
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
個
人
的
見
解
と
し
て

戦
後
の
民
主
主
義
や
自
由
主
義

が
揺
ら
い
だ
年
だ
っ
た
と
述

べ
、
今
年
は
各
種
産
業
政
策
の

見
直
し
、
社
会
的
変
化
、
環
境

の
変
化
に
対
応
す
る
年
で
、
巳

年
の
蛇
の
脱
皮
を
重
ね
て
再
生

と
変
化
を
日
本
企
業
が
し
な
や

か
に
乗
り
越
え
て
日
米
強
化
に

繋
げ
た
い
。
来
年
は
五
番
街
に

移
転
し
て
日
米
の
交
流
を
さ
ら

に
深
め
た
い
と
語
っ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ)

の
佐
藤
貢
司
会
長
は
、
米
国

経
済
、
外
交
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と

ガ
ザ
の
停
戦
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

の
山
火
事
、
大
統
領
就
任
と
い

っ
た
課
題
山
積
の
年
の
幕
開
け

に
一
方
で
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
殿

堂
入
り
と
い
う
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
も
あ
る
な
ど
と
年
頭
所
感
を

述
べ
、
日
系
人
会
が
行
な
っ
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
紹
介

し
た
。
こ
の
あ
と
鏡
開
き
と
乾

杯
が
行
わ
れ
、
大
き
な
門
松
が

配
さ
れ
た
会
場
で
参
加
者
た
ち

は
、
お
節
や
お
雑
煮
、
お
と
そ

な
ど
祝
い
肴
で
歓
談
し
た
。

佐藤 NY日系人会会長 上野日本クラブ会長 河手 NY日商会頭 森大使

NYで令和７年新年賀詞名刺交換会

再
生
と
変
化
に
挑
み
乾
杯

定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am太極拳
火曜日 1pm-3pm 書道クラス
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス
金曜日 1:15pm-3pm JAAコーラス
1月 30日（木）5pm 「フレッド・コレマツデー＠ Fort Lee 」

Municipal Building, 309 Main Street in Fort Lee, NJ 
ご予約は JAAまでご連絡ください。
■ 2月 6日（木）12pm-「第 34回新年シニア会 @日本クラブ」
日本クラブ主催、ＮＹ日本商工会議所後援で開催します。日
本クラブ特製のお節をお楽しみ頂きます。会場は日本クラブ、
145 West 57th St.。 会場での参加 80人、デリバリー＆ピッ
クアップ 50人です。お早めに JAAにお申込みください。

■ 7日（金）10:30am-12pm Apple kids企画「灘田篤子さん指
導の未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス」無料です。

■ 10日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」　田
原ミチさん、津田やすこさん、佐々木ノリさんと小林はるか
さんが行います。各 30分。お早めにご予約下さい。

■ 13日（木）10am-12pm 「笠野玲子弁護士による無料電話法
律相談」笠野玲子弁護士が移民法以外の諸問題の相談にお答
えします。ご予約下さい。各 30分。

■ 20日（木）10am-12pm 「移民法の無料電話相談室」三木克
己弁護士がご相談にのります。各 15分。要予約。

■ 20日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ運び
た～い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしましょ
う！」どなたでもご参加できます。参加費 $5

■ 17日（月）President Dayのため JAAはお休み
■ 26日 (水 )6pm-8pm online講演会 「2024年度 Tax Returnに
ついて」講師：武藤登（CPA、国際税務、CDH会計事務所）
ご参加ご希望の方は JAAにお申込みください。後日 ZOOM 
link をお送りします。

■ 27日（木）12pm－ 2pm「ひなまつり敬老会」飾られたお
雛様の前で、敬老会を行います。K. IWAKI Band と懐かしい
歌を楽しみましょう！　お弁当代＄５。今年も加藤静子さん
がお雛様を飾ります。敬老会参加、デリバリー、ピックアッ
プのご予約ください。２月のお誕生日の皆さんお集まりくだ
さい。

○締切り 2月 18日：2025-26年度 JAA本庄奨学生募集中：今
秋から大学院に進学又は在籍する学生 (医学、音楽、アート
以外 )を対象に募集をしています。今後の日米関係に貢献す
る若者の育成を目的にしています。日本人、日系人会会員以
外の方も応募できます。JAAにお問い合わせください。

　https://jaany.org/education/honjo-scholarship/

　　　　　　　　　 JAA事務局から
☆ LAの大規模な山火事被害の募金活動をしています。ご協力
ください。

☆ 2025年度の会費納入のお知らせをお送りしました。継続し
てご支援お願いいたします。

 
The Japanese American Association of New York, Inc. 

49 W. 45th S., ５th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

http://jaany.org/
https://www.sakagura.com/eastvillage
http://shinbashi72.com/
https://e-kaigo.net/
https://fancojapan.com/
https://goshikiprinting.com/
https://www.takesushi.us/
mailto:meiseimotors@aol.com
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カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
総
支
配
人

ク
ラ
イ
ブ
・
ギ
リ
ン
ソ
ン
氏
に

在
外
公
館
長
表
彰
を
授
与

 ■在NY日本国総領事館＝(212)371-
8222 ■NY日本商工会議所＝(212)246-
8001 ■日本クラブ＝(212)581-2223
 ■NY日系人会＝(212 )840 -6942 
■ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155

 ■日米ソーシャル・サービス( JAS
SI)＝(212)442-1541 ■日米カウン
セリングセンター＝(212)720-4560 
■教育文化交流センター教育相談室＝
(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込
み寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
2429■乳がん相談 BCネットワーク
＝info@bcnetwork.org■NY日本人教
育審議会＝(914)921-0350■同機関
運営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校＝(201)405-0888
■NY補習授業校＝(914)636-3770  
■NJ補習授業校＝(201)585-0555

 公共サービス連絡先

 
加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 　
１
月
20
日
に
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
第
二
次
政
権
が
始
ま
り
ま

し
た
。
昨
年
か
ら
今
政
権
下
の

移
民
法
の
変
更
に
関
し
て
お
伝

え
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今

回
は
骨
休
め
と
し
て
私
事
で

は
あ
り
ま
す
が
、
移
民
法
に
関

す
る
こ
と
を
お
話
し
い
た
し
ま

す
。

　

昨
年
12
月
ク
リ
ス
マ
ス
前

に
、
私
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企

業
の
米
国
支
社
長
の
方
か
ら
、

19
世
紀
後
半
か
ら
２
０
世
紀
初

頭
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍

し
て
い
た
と
あ
る
画
家
の
真
贋

証
明
書
の
取
得
を
ご
依
頼
さ
れ

ま
し
た
。
私
が
多
く
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
に
関
し
て
の
ビ
ザ
や
契

約
に
関
し
て
手
掛
け
て
い
る
こ

と
か
ら
お
話
し
を
受
け
た
の
で

す
。
友
人
が
パ
リ
に
滞
在
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
休
暇
も
か

ね
て
パ
リ
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

家
を
出
る
直
前
ま
で
仕
事
の

整
理
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
方
々

へ
の
連
絡
な
ど
を
し
て
慌
た
だ

し
く
家
を
出
て
、
ア
メ
リ
カ
を

離
れ
る
時
と
パ
リ
に
到
着
す
る

時
も
、
空
港
で
は
パ
ス
ポ
ー
ト

を
見
せ
る
だ
け
な
の
で
、
永
住

権
の
カ
ー
ド
（
グ
リ
ー
ン
カ
ー

ド
）
の
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ

て
お
り
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
に
到

着
し
た
そ
の
日
の
深
夜
に
グ
リ

ー
ン
カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
残
っ
て
い
る
夫
に
連
絡

を
取
り
ま
し
た
。
パ
リ
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
時
差
の
関
係
上
、

連
絡
が
な
か
な
か
取
れ
ず
、
連

絡
が
取
れ
る
ま
で
一
睡
も
で
き

の
間
に
、
私
は
次
の
３
つ
の
方

法
を
考
え
ま
し
た
。

1
．
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス 

が
到
着

す
る
の
を
待
つ
。
た
だ
し
、
ク

リ
ス
マ
ス
で
休
み 

、
パ
リ
で

も
ク
リ
ス
マ
ス
明
け
も
会
社
が

休
み
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
４
日
ぐ
ら
い
で
無
事
に
到

着
す
る
か
否
か
わ
か
ら
な
い
。

2
． Transportation 

Boarding Foil 

（
交
通
用
ボ
ー

デ
ィ
ン
グ
フ
ォ
イ
ル
）
を
パ

リ
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
で
発

行
し
て
も
ら
う
。
そ
れ
に
は 

Form I-131A 

と
い
う
書
類

をUSCIS

（
米
国
移
民
局
）
の

サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

記
入
し
、
移
民
局
の
サ
イ
ト
で

５
７
５
ド
ル 

を
支
払
う
。
ア

メ
リ
カ
大
使
館
に
連
絡
し
、
予

約
を
し
た
日
に
記
入
し
た
申
請

フ
ォ
ー
ム
と
支
払
い
証
明
書
を

持
参
し
て
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
フ
ォ

イ
ル
を
発
行
し
て
も
ら
う
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、

パ
リ
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
で
の

予
約
は
す
で
に
年
末
ま
で
取
れ

ず
、
年
明
け
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
判
明
。

3
．
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
（
ビ
ザ
無
し
）

の
観
光
で
ア
メ
リ
カ
に
入
国
す

る
。
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
入
国
す
る
場

合
は
、
片
道
で
は
許
可
さ
れ
な

い
。
必
ず
ア
メ
リ
カ
を
離
れ
て

別
の
国
に
行
く
チ
ケ
ッ
ト
も
用

意
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
パ

リ
に
戻
る
チ
ケ
ッ
ト
を
予
約
す

る
。こ
の
方
法
を
と
っ
た
場
合
、

永
住
権
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
入
国
し
た
こ
と
が

記
録
に
残
っ
て
し
ま
い
、
そ
の

後
の
渡
航
の
際
に
問
題
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

　　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
紛
失
し

た
場
合
は
、
た
と
え
ア
メ
リ
カ

帰
国
が
遅
れ
て
も
２
の
方
法
を

取
ら
ざ
る
え
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

私
の
場
合
は
永
住
権
が
家
に
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
私

は
１
の
方
法
を
選
択
し
ま
し

た
。
幸
運
な
こ
と
に
ク
リ
ス
マ

ス
明
け
の
2
日
に
は
ホ
テ
ル
に

フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
で
グ
リ
ー
ン
カ

ー
ド
は
配
達
さ
れ
ま
し
た
。
知

人
に
今
回
の
こ
と
を
話
し
た
と

こ
ろ
、「
医
者
の
不
養
生
」
と

一
笑
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
ト
ラ

ン
プ
政
権
に
な
っ
て
か
ら
、
ア

メ
リ
カ
へ
の
入
国
は
今
以
上
に

厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
出
張
や
旅
行
で
ア

メ
リ
カ
外
に
出
ら
れ
る
と
き

は
、
移
民
法
上
の
ス
テ
ー
タ
ス

を
示
す
書
類
を
お
忘
れ
な
く
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

ず
、
よ
う
や
く
連
絡
が
つ
い
た

の
が
午
前
５
時
ご
ろ
で
、
家
の

机
の
上
に
置
い
て
あ
っ
た
の
を

見
つ
け
て
も
ら
い
、
フ
ェ
デ
ッ

ク
ス
で
翌
日
に
ホ
テ
ル
ま
で
送

付
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
が
な
い

ま
ま
で
は
、
米
国
に
帰
国
で
き

な
い
の
で
、
連
絡
が
つ
く
ま
で

米
国
外
に
て
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
所
持
し
て

い
な
か
っ
た
り
、
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
・
大
使
公
邸
で
17
日
夕
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
総
支
配

人
ク
ラ
イ
ブ
・
ギ
リ
ン
ソ
ン
氏

へ
の
在
外
公
館
長
表
彰
式
が
行

わ
れ
た
。

　

ギ
リ
ン
ソ
ン
氏
は
、
ロ
ン
ド

ン
交
響
楽
団
に
お
い
て
マ
ネ
ー

ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
20

年
以
上
務
め
た
後
、
２
０
０
５

年
に
世
界
有
数
の
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
で
あ
る
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
の
総
支
配
人
に
就
任
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
更
な
る
発
展
に
尽

力
し
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

札
幌
を
始
め
と
す
る
若
手
音
楽

家
の
育
成
を
目
的
に
し
た
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
力
を
入
れ
、

日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
は
、

近
年
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
辻
井
伸

行
氏
や
内
田
光
子
氏
、
藤
田
真

央
氏
、
音
楽
家
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ

Ｉ
氏
ら
著
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
し
て

い
る
。
過
去
に
は
ジ
ャ
パ
ン
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
、
故
小
澤
征
爾
氏
が
指
揮
を

行
う
な
ど
米
国
に
お
け
る
音
楽

フ
ァ
ン
の
親
日
感
情
の
醸
成
に

貢
献
し
て
き
た
。

　

在
外
公
館
長
表
彰
は
、
在
外

公
館
の
業
務
遂
行
に
多
大
な
貢

献
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
個

人
及
び
団
体
に
対
し
顕
彰
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

今
年
11
月
に
は
、
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
で
日
本
の
能
、
歌
舞

伎
、
音
楽
を
総
合
し
た
「
ト
リ

ビ
ュ
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
」
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
期
間
中
は
、
角
野
隼
斗
が

演
奏
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。
２
月
に
は
詳
細
が
発

表
に
な
り
チ
ケ
ッ
ト
も
売
り
出

さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
。

　

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
総
支

配
人
に
な
っ
て
か
ら
日
米
を
30

回
近
く
往
復
し
て
い
る
ギ
リ
ン

ソ
ン
氏
は
大
の
日
本
フ
ァ
ン
で

も
あ
る
。
何
度
も
一
緒
に
日
本

に
行
っ
た
ア
ー
ニ
ア
夫
人
と
は

週
に
５
回
は
日
本
食
を
食
べ
る

と
い
う
親
日
家
だ
。「
大
好
き

な
日
本
か
ら
こ
の
よ
う
に
表
彰

さ
れ
て
大
変
名
誉
に
思
う
」
と

喜
び
を
語
っ
た
。

　

日
本
政
府
は
15
日
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
市
近
郊
に
お
け
る
山
火

事
の
発
生
に
よ
り
、
甚
大
な
被

害
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
受
け
て
、
被
災
者
救
援
の
た

め
の
支
援
と
し
て
、
米
国
赤
十

字
社
を
通
じ
て
２
０
０
万
ド
ル

（
約
３
億
１
０
０
０
万
円
）
の

支
援
を
行
う
と
発
表
し
た
。

　

林
芳
正
官
房
長
官
は
記
者
会

見
で
「
我
が
国
と
し
て
は
、
被

災
者
の
救
援
及
び
被
災
地
の
１

日
も
早
い
復
興
に
向
け
て
、
積

極
的
に
支
援
を
行
っ
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

日本政府が支援発表
ロサンゼルスの山火事

森
大
使
（
右
）
か
ら
在
外

交
換
長
表
彰
の
賞
状
を
受

け
取
る
ギ
リ
ソ
ン
氏

　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
パ
リ
セ
イ

ズ
の
ア
パ
ー
ト
に
３
年
半
ほ
ど

住
ん
で
い
ま
し
た
。
ア
パ
ー
ト

が
あ
る
裏
の
山
が
出
火
元
と
さ

れ
て
い
ま
す
。火
災
発
生
当
時
、

私
は
日
本
に
一
時
帰
国
中
で
、

自
宅
に
い
た
の
は
夫
一
人
。
避

難
警
報
が
出
た
時
、
す
で
に
山

か
ら
煙
が
上
が
っ
て
い
る
の
が

見
え
て
、
自
宅
の
前
は
避
難
す

る
車
で
渋
滞
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
警
報
が
出
て
か
ら
２
日
後

に
私
も
ア
メ
リ
カ
に
戻
り
、
現

在
は
夫
と
共
に
友
人
の
家
に
避

難
し
て
い
ま
す
。
公
開
さ
れ
て

い
る
情
報
で
は
私
た
ち
が
住
ん

で
い
た
ア
パ
ー
ト
は
焼
失
し
て

い
な
い
よ
う
な
の
で
、
家
財
は

無
事
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の

で
す
が
、
知
り
合
い
が
住
ん
で

い
る
家
や
ア
パ
ー
ト
は
焼
失
し

て
い
た
り
、
火
事
場
泥
棒
の
話

も
聞
く
の
で
、
手
放
し
に
喜
べ

な
い
複
雑
な
心
境
で
す
。
山
火

事
が
起
き
て
か
ら
2
週
間
が
経

ち
、
私
た
ち
の
ア
パ
ー
ト
が
あ

る
場
所
の
隣
の
避
難
区
域
は
昨

日
か
ら
住
民
の
み
の
立
ち
入
り

が
許
可
さ
れ
た
の
で
、
家
に
帰

れ
る
日
も
近
い
の
で
は
と
少
し

期
待
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
帰

れ
た
と
し
て
も
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
な
ど
で
同
じ
エ
リ
ア
に
住
む

こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か

ら
、
引
越
し
を
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
近
所
の
人
も

と
て
も
良
い
人
た
ち
で
、
散
歩

や
ハ
イ
キ
ン
グ
が
し
や
す
く
て

と
て
も
気
に
入
っ
て
い
た
場
所

な
の
で
、
こ
ん
な
形
で
引
っ
越

す
こ
と
に
な
る
こ
と
が
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う
に
家

を
失
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る

の
で
住
宅
の
需
要
が
急
増
し
て

い
て
、
家
賃
の
相
場
も
上
が
っ

て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
条
件

の
家
を
探
し
て
い
る
の
で
す

が
、
ま
だ
ピ
ン
と
く
る
引
越

し
先
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
た
だ
、
家
を
失
っ
て
、
今

後
の
こ
と
を
考
え
る
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
も
事
実
で
す

の
で
、
夫
の
体
が
元
気
で
命
が

あ
っ
た
こ
と
を
幸
い
と
受
け
止

め
、
今
後
ど
う
す
る
か
二
人
で

ゆ
っ
く
り
話
し
合
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。　
（
相
馬
真
生
）

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
山
火
事

邦
人
被
害
者
か
ら
寄
稿

撮
影
日
：
1
月
7
日
（
火
）2:56pm 

PST

撮
影
場
所
：Pacifi c Palisades 

Temescal Canyon Road
撮
影
者
：

國
澤
貴
志
（Takashi Kunisawa
）

https://www.maxjob.com/
http://myriverside.net/home
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
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20
日
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン

プ
氏
が
米
国
第
47
代
大
統
領
と

し
て
、
再
び
就
任
し
た
。
ト
ラ

ン
プ
氏
は
78
歳
7
か
月
。
就
任

時
で
最
高
齢
の
大
統
領
と
な
っ

た
。

　

副
大
統
領
に
は
、
オ
ハ
イ
オ

州
選
出
の
上
院
議
員
だ
っ
た

Ｊ
・
Ｄ
・
バ
ン
ス
氏
（
40
）
が

就
任
し
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
「
ト
ラ
ン

プ
氏
の
歴
史
的
な
復
帰
を
祝
う

瞬
間
に
立
ち
会
い
た
い
」
と
、

全
米
だ
け
で
な
く
、
世
界
各
地

か
ら
支
持
者
が
駆
け
つ
け
た
。

　

極
端
に
民
主
党
寄
り
の
こ

の
街
を
、
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
（Make 

America Great Again

）

の

赤
い
野
球
帽
や
マ
フ
ラ
ー
を

身
に
つ
け
た
支
持
者
ら
が
闊

歩
し
、「
ト
ラ
ン
プ
！ 

ト
ラ
ン

プ
！　

ト
ラ
ン
プ
！
」
の
か
け

声
が
響
き
渡
る
。
こ
の
街
は
共

和
党
を
意
味
す
る
「
真
っ
赤
」

に
染
ま
っ
た
。

　

就
任
式
は
伝
統
的
に
首
都
ワ

シ
ン
ト
ン
の
連
邦
議
会
議
事
堂

の
外
で
行
わ
れ
る
が
、
記
録
的

な
寒
波
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
を

理
由
に
急
遽
、議
事
堂
内
の「
ロ

タ
ン
ダ
（
円
形
大
広
間
）」
で

開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
事
前
に
チ
ケ
ッ

ト
を
入
手
し
た
人
た
ち
も
含

め
、
一
般
の
人
々
が
直
接
、
ト

ラ
ン
プ
氏
の
就
任
演
説
を
聞
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
「
キ

ャ
ピ
タ
ル
・
ワ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
」

で
は
急
遽
、
就
任
式
の
中
継
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
突
然
の
変
更
に
、
支
持

者
ら
は
戸
惑
っ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
中
継
イ
ベ

ン
ト
に
は
先
着
順
に
入
場
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
２
万

人
収
容
の
会
場
に
は
氷
点
下
の

寒
さ
に
も
関
わ
ら
ず
、
支
持
者

た
ち
が
早
朝
か
ら
駆
け
つ
け

た
。
私
が
取
材
の
た
め
に
到
着

し
た
午
前
1
時
に
は
、
す
で
に

２
５
０
人
が
並
ん
で
い
た
。

　

会
場
に
設
置
さ
れ
た
複
数
の

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
に
、
就
任

式
と
そ
の
前
後
の
様
子
が
映
し

出
さ
れ
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
や
そ

の
家
族
、実
業
家
の
イ
ー
ロ
ン
・

マ
ス
ク
な
ど
が
現
れ
る
と
、
声

援
が
わ
き
起
こ
っ
た
。
ト
ラ
ン

プ
氏
の
就
任
の
宣
誓
と
演
説

に
、
会
場
は
熱
狂
し
た
。

　

逆
に
、
民
主
党
関
係
者
に
対

し
て
は
ブ
ー
イ
ン
グ
の
嵐
で
、

会
場
は
「
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
の

世
界
」
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　

夕
方
、
議
事
堂
や
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
で
の
一
連
の
就
任
式
の

行
事
を
終
え
た
ト
ラ
ン
プ
氏

が
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
待
つ
支

持
者
の
前
に
姿
を
見
せ
る
と
、

会
場
は
声
援
と
拍
手
に
包
ま

れ
、高
揚
感
は
頂
点
に
達
し
た
。

　

伝
統
的
に
就
任
式
の
後
に
屋

外
で
実
施
さ
れ
る
パ
レ
ー
ド
も

今
回
は
急
遽
、
取
り
や
め
と
な

り
、
代
わ
り
に
同
会
場
で
行
わ

れ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
パ
レ
ー
ド
鑑

賞
後
、
再
び
演
説
し
て
か
ら
、

支
持
者
が
見
守
る
な
か
、
一
部

の
大
統
領
令
に
署
名
し
た
。

　

午
前
８
時
に
会
場
に
入
り
、

イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
た
の
は
、

午
後
７
時
。
ト
ラ
ン
プ
氏
自
身

が
夕
方
に
登
場
し
た
こ
と
も
あ

り
、
会
場
は
最
後
ま
で
満
席
だ

っ
た
。

　

就
任
式
前
日
19
日
に
は
、
同

じ
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
「Make 

Am
erica Great Again 

Victory Rally

」
と
呼
ば
れ
る

勝
利
集
会
が
開
か
れ
た
。
午
後

3
時
に
始
ま
る
イ
ベ
ン
ト
に
、

支
持
者
ら
は
早
朝
か
ら
長
蛇
の

列
を
な
し
、「
Ｕ
Ｓ
Ａ
！　

Ｕ

Ｓ
Ａ
！　

Ｕ
Ｓ
Ａ
！
」
と
連
呼

し
、高
揚
感
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　

氷
点
下
で
雨
や
雪
が
降
る
な

か
、
び
し
ょ
濡
れ
で
何
時
間
も

待
た
さ
れ
、
途
中
で
あ
き
ら
め

る
人
た
ち
も
多
か
っ
た
。

　

市
内
に
祝
福
ム
ー
ド
が
広
が

る
一
方
で
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
就

任
に
抗
議
す
る
声
も
強
い
。

　

18
日
に
は
雪
の
残
る
市
内
の

公
園
で
、
全
米
か
ら
集
ま
っ
た

人
々
が
、
女
性
や
移
民
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
な
ど
に
対
す
る
権
利

を
求
め
、抗
議
集
会
を
開
い
た
。

　

極
端
に
民
主
党
色
の
強
い
ワ

シ
ン
ト
ン
の
街
角
で
、
私
と
笑

顔
で
言
葉
を
交
わ
し
て
い
た
20

代
の
キ
ャ
シ
ー
さ
ん
は
、
ト
ラ

ン
プ
新
政
権
の
話
に
な
る
と
、

「
不
安
と
恐
怖
で
い
っ
ぱ
い
だ

わ
」
と
表
情
を
曇
ら
せ
た
。

　

そ
の
日
、
宿
の
ロ
ビ
ー
で
、

ト
ラ
ン
プ
氏
に
対
す
る
抗
議
集

会
に
参
加
し
た
３
人
の
女
性
と

言
葉
を
交
わ
し
て
い
る
と
、「
Ｍ

Ａ
Ｇ
Ａ
」
の
帽
子
を
被
っ
た
男

性
の
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
ら
が
現

れ
た
。

「
彼
ら
と
一
緒
に
穏
や
か
に
話

し
て
み
な
い
？
」
と
私
が
女
性

た
ち
に
声
を
か
け
る
と
、
と
て

も
驚
き
、
戸
惑
う
様
子
を
見
せ

た
。

　

そ
れ
で
も
、
ト
ラ
ン
プ
支
持

者
た
ち
が
同
意
し
た
の
で
、
１

つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
自
己

紹
介
し
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
言
葉

を
交
わ
し
始
め
た
。

「
今
、
ア
メ
リ
カ
の
国
に
差
別

さ
れ
て
い
る
の
は
、
白
人
、
と

く
に
白
人
男
性
だ
。
女
性
や
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
は
守
ら
れ
て
い

る
」

「
た
っ
た
数
十
年
前
に
は
、
黒

人
に
対
し
て
人
種
隔
離
政
策
が

取
ら
れ
て
い
た
の
よ
」

「
子
供
や
孫
の
代
に
は
、
変
わ

っ
て
い
く
さ
」

「
当
時
の
人
た
ち
の
考
え
は
今

も
変
わ
ら
な
い
わ
。
過
去
を
知

る
と
、
私
は
白
人
で
あ
る
こ
と

に
誇
り
を
持
て
な
い
の
」

　

激
し
く
言
い
合
い
す
る
こ
と

な
く
、
互
い
の
意
見
に
耳
を
傾

け
、時
に
は
う
な
ず
き
な
が
ら
、

数
時
間
、
意
見
を
交
換
し
た
。

　

こ
う
し
た
体
験
は
初
め
て
だ

っ
た
よ
う
で
、「
素
晴
ら
し
い

機
会
が
持
て
た
」
と
双
方
か
ら

礼
を
言
わ
れ
た
。

　

大
き
な
期
待
と
不
安
と
と
も

に
、
再
び
誕
生
し
た
ト
ラ
ン
プ

政
権
。
今
後
の
行
方
を
し
っ
か

り
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
（
写
真
・
文　

岡
田
光
世
）

大
統
領
就
任
式

ル
ポ
２
０
２
５

トランプ大統領返り咲きに沸く
保
守
回
帰
路
線
に
大
梶

撮
影
日
：
1
月
7
日
（
火
）2:56pm 

PST

撮
影
場
所
：Pacifi c Palisades 

Temescal Canyon Road

撮
影
者
：

國
澤
貴
志
（Takashi Kunisawa

）

さ
な
が
ら
党
大
会
の
祝
賀
会
場

勝利集会で支持者を前に熱弁をふるうトランプ氏（19日）

雨や雪が降るなか、何時間も外で勝利集会を待ち続ける支持者たち（19日）

https://www.hondag.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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ア
メ
リ
カ
の
州
名
っ
て
、
英

語
学
習
者
に
と
っ
て
結
構
ク
セ

者
な
ん
で
す
。
綴
り
か
ら
は
想

像
も
つ
か
な
い
発
音
が
ゴ
ロ
ゴ

ロ
し
て
い
て
、「
え
、
こ
れ
何

て
読
む
の
」
と
悩
む
こ
と
も
し

ば
し
ば
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
難
し

い
の
か
、
そ
の
理
由
は
、
ア
メ

リ
カ
の
州
名
が
多
様
な
歴
史
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て

い
る
か
ら
な
ん
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・

ア
メ
リ
カ
ン
由
来
の
州
名
で

す
が
、Dakota 

は
ス
ー
族
の

言
葉
で
「
友
人
」
や
「
同
盟
」

を
意
味
し
、Utah 

は
ユ
ト

族
（Ute

）
の
「
山
の
民
」
に

ア
メ
リ
カ
の
州
名
、
発
音
で
き
ま
す
か

由
来
し
ま
す
。
ま
た
、
フ
ラ

ン
ス
の
探
検
家
が
名
付
け
た 

Louisiana

（
ル
イ
14
世
に
ち

な
む
）
や
、
ス
ペ
イ
ン
語
の 

Florida

（
花
咲
く
土
地
）
も

あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時

代
に
は
王
族
の
名
前
が
州
名
に

使
わ
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば 

Virginia 

は
エ
リ
ザ
ベ
ス
1
世

（
処
女
王
）
に
敬
意
を
表
し
た

43

も
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
州
名
は

単
な
る
地
名
で
は
な
く
、
歴
史

や
文
化
の
証
そ
の
も
の
。
そ
し

て
、
そ
れ
が
発
音
の
ク
セ
の
正

体
な
ん
で
す
ね
。

　

ち
な
み
に
、
あ
な
た
が
気
に

な
る
州
の
名
前
、
ち
ゃ
ん
と
発

音
で
き
ま
す
か
。
自
信
が
な
い

と
思
っ
た
ら
、
掲
載
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
の
音
声
ガ
イ
ド
付
き
州
名

リ
ス
ト
で
、
興
味
の
あ
る
州
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
歴

史
と
発
音
、
両
方
を
楽
し
み
な

が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。「
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
」著
者
。

slidemethod.com

　

独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振

興
機
構
ジ
ェ
ト
ロ
は
在
米
国
日

系
企
業
を
対
象
に
標
記
調
査
を

実
施
し
、
1
月
17
日
（
日
本
時

間
）に
集
計
結
果
を
公
開
し
た
。

調
査
期
間
は
2
０
２
５
年
1
月

8
か
ら
10
日
ま
で
。
回
答
企
業

数
２
６
０
社
。

今
回
の
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト

は
次
の
通
り
。

1
．
新
政
権
の
個
別
政
策
で
は

関
税
に
対
し
て
高
い
警
戒
感

　

新
政
権
で
見
込
ま
れ
る
政

策
の
う
ち
、
在
米
日
系
企
業

は
、
追
加
関
税
、
不
法
移
民
対

策
強
化
、
就
労
ビ
ザ
審
査
厳
格

化
、
バ
イ
・
ア
メ
リ
カ
ン
強
化

な
ど
に
強
い
懸
念
。
特
に
関
税

政
策
は
、
影
響
を
受
け
る
と
回

答
し
た
１
２
３
社
の
7
割
強

（
72
・
４
％
）
が
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
を
指
摘
し
、
輸
入
価
格
上

昇
や
納
期
遅
延
な
ど
を
危
惧
。

移
民
・
外
国
人
就
労
ビ
ザ
政
策

も
１
０
６
社
の
61
・
3
％
が
マ

イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
と
回
答

し
、
政
策
変
更
に
伴
う
労
働
力

確
保
の
困
難
化
を
懸
念
。

2
．
政
策
全
体
の
影
響
は
半
数

が
「
分
か
ら
な
い
」、「
マ
イ
ナ

ス
」
は
25
％
、「
プ
ラ
ス
」
は

11
％

　　

新
政
権
の
政
策
全
体
が
自
社

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、

「
現
時
点
で
は
分
か
ら
な
い
」

と
の
回
答
が
約
半
数
（
48
・

１
％
）。「
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
」

（
25
％
）、「
プ
ラ
ス
の
影
響
」

（
10
・
８
％
）
と
続
く
。
業
種

別
で
は
自
動
車
等
部
品
で
2
社

に
1
社
（
52
・
２
％
）
が
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
を
指
摘
。
他
方
、

「
マ
イ
ナ
ス
と
プ
ラ
ス
が
同
程

度
」（
14
・
２
％
）
と
影
響
を

中
立
的
に
捉
え
る
企
業
も
一
定

数
み
ら
れ
た
。

3
．新
政
権
に
よ
る
税
制
改
革
、

経
済
政
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

は
プ
ラ
ス
の
効
果
も

　

新
政
権
に
よ
る
法
人
税
な
ど

の
減
税
措
置
、イ
ン
フ
レ
抑
制
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
規
制
緩
和
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
整
備
に
期
待
。
な
か
で
も

税
制
改
革
は
、
最
多
の
47
・
３

％
が
プ
ラ
ス
の
影
響
と
回
答
。

イ
ン
フ
レ
対
策
な
ど
経
済
政
策

（
34
・
９
％
）、
バ
イ
デ
ン
政
権

か
ら
の
転
換
が
見
込
ま
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
（
34
・
５
％
）

へ
の
期
待
も
大
き
い
。

4
．
関
税
政
策
は
、
ベ
ー
ス
ラ

イ
ン
関
税
、
対
中
国
、
対
メ
キ

シ
コ
の
順
で
影
響
大

　

関
税
政
策
で
は
、全
て
の
国
・

地
域
か
ら
の
輸
入
に
対
す
る
一

律
10
〜
20
％
の
追
加
関
税
、
対

中
国
追
加
関
税
の
影
響
が
特
に

大
き
い
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

に
及
ぼ
す
影
響
で
は
中
国
か
ら

の
輸
入
に
対
す
る
60
％
関
税
が

最
大
。

5
．
新
政
権
の
政
策
を
見
据
え

た
対
応
は
追
加
関
税
へ
の
対
策

が
最
多

　

新
政
権
の
政
策
を
見
据
え
た

現
時
点
で
の
対
応
と
し
て
は
、

追
加
関
税
へ
の
対
策
を
挙
げ
る

企
業
が
最
多
。
米
国
内
製
造
・

調
達
の
強
化
、
生
産
拠
点
や
調

達
先
の
見
直
し
、製
品
値
上
げ
・

価
格
転
嫁
の
検
討
、
生
産
・
出

荷
・
入
荷
の
前
倒
し
な
ど
、
発

動
に
備
え
る
動
き
が
広
が
る
。

他
方
、
新
政
権
の
政
策
を
待
っ

て
対
応
を
検
討
す
る
企
業
も
み

ら
れ
る
。

　

法
政
大
学
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

友
会
は
、
2
年
ぶ
り
と
な
る
新

年
会
・
総
会
を
２
月
９
日
（
日
）

の
午
後
５
時
か
ら
開
催
す
る
。

場
所
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
サ

ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
シ
テ
ィ
内
「
ジ
ャ
パ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
」に
あ
る
居
酒
屋「
Ｗ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
」（
36
ス
ト

リ
ー
ト
２
６
９
番
地
）。
参
加

費
は
食
事
込
み
で
50
ド
ル
。

　

法
政
大
学
卒
業
生
に
加
え
、

大
学
院
や
附
属
高
校
に
在
籍
し

た
人
の
参
加
も
歓
迎
。
同
会
で

は
「
Ｎ
Ｙ
地
区
で
暮
ら
す
同
窓

生
が
１
人
で
も
多
く
繋
が
り
、

交
流
で
き
る
場
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

参
加
申
し
込
み
は
、
２
月

２
日
ま
で
に
、
Ｅ
メ
ー
ル
＝

hoseinykoyukai@gm
ail.

com 

ま
で
連
絡
を
。
ま
た
、

校
友
会
に
ま
だ
登
録
し
て
い
な

い
同
窓
生
か
ら
の
連
絡
も
同
じ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
待
っ
て
い

る
。

法政大学ＮＹ校友会
新年会・総会２月９日
ブルックリンのジャパンビレッジで

ジ
ェ
ト
ロ
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

在
米
日
系
企
業
２
６
０
社
回
答

トランプ政権に警戒感

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

　

岩
手
県
は
27
日
（
月
）
午

後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
、
ジ

ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

岩
手
県
物
産
・
観
光PR

レ
セ

プ
シ
ョ
ン
「DISCOVER THE 

GOLDEN LAND OF IW
ATE

」

を
開
催
す
る
。
達
増
拓
也
岩
手

県
知
事
が
来
米
し
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
誘
致
を
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
し
、
岩
手
県
の
お
米
や
い

く
ら
な
ど
の
水
産
加
工
物
、
和

牛
な
ど
の
食
材
の
紹
介
や
わ
ん

こ
そ
ば
な
ど
賞
味
会
を
開
催
す

る
。
岩
手
県
盛
岡
市
が
米
紙
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の

「
２
０
２
３
年
に
行
く
べ
き
52

カ
所
」
の
旅
行
先
に
選
ば
れ
話

題
と
な
っ
た
。

岩手県をPR
達増県知事が来米
27日ジャパン・ソサエティーで

　

北
海
道
は
30
日
、ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
北
海
道
Ｇ
Ｘ

関
連
投
資
セ
ミ
ナ
ー
と
北
海
道

食
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
。
札
幌
市
や
国
と
連
携
し
て

海
外
か
ら
の
Ｇ
Ｘ
投
資（
金
融
）

の
呼
び
込
み
に
向
け
た
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
北

海
道
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大

等
に
向
け
た
食
・
観
光
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
セ

ミ
ナ
ー
登
壇
者
は
北
海
道
経
済

産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

部
長
・
豊
島
厚
二
氏
、
北
海
道

副
知
事
・
三
橋 

剛
氏
、
エ
ア
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
ア
メ
リ
カ
代
表
取

締
役
社
長
・
峯
坂
宏
幸
氏
、
札

幌
市
副
市
長
・
天
野
周
治
氏
、

食
観
光
Ｐ
Ｒ
は
鶴
雅
リ
ゾ
ー
ト

（
株
）
営
業
部
副
部
長
・
海
外

事
業
担
当
・
高
田
健
右
氏
、
西

山
製
麺
（
株
）
取
締
役
管
理
部

長
・
池
浦 

研
一
氏
。

北
海
道
は
30
日
に

Ｇ
Ｘ
投
資
と
食
Ｐ
Ｒ

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
tel:2122136069
mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
mailto:hoseinykoyukai@gmail.com


（7）　　 ［ローカル経済］ 2025年（令和 7年）1月 25日（土）

２
０
２
５
年
の
Ｈ
Ｒ
が
果
た
す
べ
き
パ
ー
パ
ス（
１
）

クイックUSA
197

い
、
パ
ー
パ
ス
を
今
回
の
記
事

で
は
検
証
を
し
て
、
取
り
上
げ

て
み
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

 　
予
測
を
し
て
検
証
す
る
た

め
に
ま
ず
は
過
去
の
Ｈ
Ｒ
が

辿
っ
て
き
た
変
遷
を
紐
解
い

て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

た
い
と
存
じ
ま
す
。
私
が
20

代
後
半
で
初
め
て
ア
メ
リ
カ

に
駐
在
で
派
遣
さ
れ
た
の
は

１
９
８
７
年
夏
の
と
き
で
し
た

が
、
当
時
買
収
先
の
米
国
半

導
体
企
業
で
は
、
ま
だ
Ｈ
Ｒ

と
い
う
名
称
も
定
着
し
て
お

ら
ず
、
社
内
で
はPersonnel 

Department 

と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
1
９
８
０
年
代
後

半
の
日
本
は
ち
ょ
う
ど
バ
ブ
ル

た
け
な
わ
の
こ
ろ
で
、
金
余
り

の
状
態
に
あ
っ
た
日
本
企
業
は

世
界
中
の
企
業
や
ホ
テ
ル
、
リ

ゾ
ー
ト
と
い
っ
た
不
動
産
の
買

い
占
め
を
始
め
た
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
し
た
。
逆
に
ア
メ
リ
カ
で

は
、
日
本
の
よ
う
な
バ
ブ
ル
の

到
来
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
む
し

ろ
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン（
景
気
後
退
）

に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

 　
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
人

件
費
は
固
定
費
で
は
な
く
、
変

動
費
と
し
て
会
計
上
で
は
扱
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
人
件

費
は
貸
借
対
照
表
上
に
お
け
る

資
産
に
も
分
類
さ
れ
て
な
い
の

で
す
。
さ
て
、
半
導
体
業
界
に

は
そ
の
頃
か
ら
「
シ
リ
コ
ン
サ

イ
ク
ル
」
と
呼
ば
れ
る
４
年
か

ら
５
年
の
周
期
に
よ
る
景
気
の

大
き
な
変
動
が
あ
り
、
サ
イ
ク

ル
が
下
降
線
を
辿
り
だ
す
と
、

ど
こ
の
半
導
体
企
業
も
一
斉
に

従
業
員
の
人
員
整
理
に
走
り
出

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
人
員
整

理
を
主
導
す
る
の
が
ま
さ
に
当

時
のPersonnel Department 

で
あ
り
ま
し
た
。
で
す
の
で
、

Personnel Department 

は

コ
ス
ト
カ
ッ
タ
ー
あ
る
い
は
コ

ス
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
社
内
で

は
従
業
員
か
ら
見
て
近
寄
り
が

た
い
存
在
感
を
醸
し
出
し
て
い

　

毎
年
新
し
い
年
を
迎
え
て

も
、
そ
の
年
の
1
年
が
実
際
ど

う
動
い
て
い
く
の
か
を
予
測
す

る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
に
等
し

く
、
そ
の
意
味
で
は
世
界
は
ま

す
ま
す
混
迷
を
来
た
し
て
い
る

と
申
し
上
げ
て
も
過
言
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
人
間

が
共
に
働
く
組
織
の
中
で
は
、

何
ら
か
の
ト
レ
ン
ド
や
傾
向
と

い
う
も
の
は
常
に
あ
り
、
そ
の

進
展
具
合
を
予
測
し
、
見
守
っ

て
い
く
こ
と
は
十
分
可
能
で

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
1
年
を
予

測
す
る
の
で
は
な
く
、
組
織
や

職
場
に
お
け
る
Ｈ
Ｒ
が
今
年
果

た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

老
舗
大
手
の
デ
パ
ー
ト
の
メ

イ
シ
ー
ズ
は
16
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
内
９
店
舗
と
Ｎ
Ｙ
市
内

５
店
舗
を
含
む
国
内
66
店
舗
を

閉
店
す
る
と
発
表
し
た
。

　

同
社
最
高
経
営
責
任
者
の
ト

ニ
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
氏
は
声
明

で
同
決
定
に
関
し
「
メ
イ
シ
ー

ズ
の
ボ
ー
ル
ド
（
大
胆
な
）・

ニ
ュ
ー
・
チ
ャ
プ
タ
ー
方
針
の

一
環
と
し
て
、
売
り
上
げ
の
低

い
店
舗
を
閉
店
し
、
す
で
に
顧

外務省がアンケート調査
領事サービスの向上へ
窓口の対応など意見募る

た
の
で
す
。
そ
れ
以
前
の
時
代

の
こ
と
は
私
は
ア
メ
リ
カ
に
は

来
て
働
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
経
験
し
て
は

な
い
の
で
す
が
、
逆
に
戦
後
50

年
代
か
ら
80
年
代
前
半
ま
で

は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
労
働
組
合

活
動
が
全
盛
期
を
迎
え
て
お

り
、
従
業
員
の
組
合
加
入
を

阻
止
す
る
た
め
にPersonnel 

Department 

は
従
業
員
へ
の

待
遇
改
善
や
福
利
厚
生
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
注
力
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。
つ
ま
りPersonnel 

Department

は
、
一
般
的
に

80
年
代
前
半
ま
で
は
従
業
員
側

に
寄
り
添
い
、
従
業
員
を
組
合

か
ら
守
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
す
。

酒
井 

謙
吉　Pacifi c Dreams, 

Inc. CEO
www.919usa.com

　

Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所
事
務

局
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
は
毎
年
恒
例

の
新
春
討
論
会
を
1
月
31
日

（
金
）、
午
後
1
時
30
分
か
ら
３

時
45
分
ま
で
日
本
ク
ラ
ブ
の
ロ

ー
ズ
ル
ー
ム
に
て
開
催
す
る
。

第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
（
ト
ラ

ン
プ
２
・
０
）
発
足
に
よ
り
、

対
中
強
硬
姿
勢
が
さ
ら
に
強
ま

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
政

治
・
経
済
・
市
場
に
精
通
す
る

各
界
を
代
表
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト

が
日
本
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

日
米
両
方
の
側
面
か
ら
語
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
ノ
ム
ラ
・
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
雨
宮
愛
知
氏
、
ジ

ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
エ

ド
ウ
ィ
ン
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
東

ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
学
部
長

の
ケ
ン
ト
・
カ
ル
ダ
ー
氏
、
元

Ｓ
＆
Ｐ
グ
ロ
ー
バ
ル
副
会
長
ポ

ー
ル
・
シ
ェ
ア
ー
ド 

氏
、
ワ

シ
ン
ト
ン
・
ウ
ォ
ッ
チ
誌 

編

集
長
・
山
崎 

一
民
氏
。
モ
デ

レ
ー
タ
ー
は
日
経
ア
メ
リ
カ
社 

・
社
長
小
森
敬
介
氏
が
務
め
る
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
日
本
語
で
行
わ

れ
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
後
は 

質
疑
応
答
の
時

間
も
あ
る
。

　

参
加
は
、
会
員
60
ド
ル
、
一

般
80
ド
ル
、
学
生
30
ド
ル
。
お

弁
当
は
つ
か
な
い
。
講
演
は
日

本
語
で
行
わ
れ
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

nipponclub.org/

の
イ
ベ
ン

ト
を
欄
を
参
照
。

Ｎ
Ｙ
日
商
新
春
討
論
会

ト
ラ
ン
プ
２
・
０
の
影
響

　

外
務
省
は
、
よ
り
細
や
か
で

丁
寧
な
領
事
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
目
指
し
、
マ
ナ
ー
の
向
上
・

改
善
な
ど
に
取
り
組
み
、
そ
の

一
環
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
過
去
１
年

の
間
に
、
在
外
公
館
（
日
本
国

大
使
館
・
総
領
事
館
・
領
事
事

務
所
等
）
で
旅
券
や
証
明
の
申

請
、
戸
籍
の
届
出
、
領
事
窓
口

や
電
話
等
で
の
各
種
相
談
・
照

会
な
ど
の
領
事
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
際
に
、
在
外
公
館
の
業
務

処
理
状
況
や
マ
ナ
ー
（
言
葉
遣

い
、接
客
態
度
）
等
に
つ
い
て
、

忌
憚
の
な
い
意
見
、
感
想
を
募

っ
て
い
る
。
回
答
は
16
日（
木
）

か
ら
29
日
（
水
）
ま
で
の
間
で

「
領
事
サ
ー
ビ
ス
向
上
・
改
善

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

enquete-web.com/MOFA_
2025/?city=64&code=301
HMOFA_2025/?city=64&c
ode=301H

で
受
け
付
け
て
い

る
。
所
要
時
間
は
５
分
程
度
。

　

日
本
酒
造
中
央
会
・
日
本
領

事
館
共
催
に
よ
る
本
格
焼
酎
と

泡
盛
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
が
1
月
27
日
（
月
）、
午
後

３
時
か
ら
５
時
30
分
ま
で
ア
ス

タ
ー
プ
レ
イ
ス
・
ワ
イ
ン
・
ア

ン
ド
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
（
３
９
９ 

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
通
り
）
で
開

催
さ
れ
る
。  

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

鈴
木
氏
と
ジ
ュ
リ
ア
百
瀬
氏
を

迎
え
、
焼
酎
を
使
っ
た
レ
ス
ト

ラ
ン
・
バ
ー
の
成
功
事
例
な
ど

が
語
ら
れ
る
。

　

10
蔵
の
蔵
元
が
参
加
す
る
予

定
で
焼
酎
と
の
ペ
ア
リ
ン
グ
と

し
て
軽
食
も
用
意
さ
れ
て
い

る
。
参
加
者
は
21
歳
以
上
。
Ｉ

Ｄ
必
携
。

申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://form.jotform.
com/243460823826156

ま
で
。

焼
酎
と
泡
盛

試
飲
会
27
日
に
開
催

１月 31日

雨
宮
愛
知
氏

ケ
ン
ト
・
カ
ル
ダ
ー
氏

山
崎
一
民
氏

小
森
敬
介
氏

ポ
ー
ル
・
シ
ェ
ア
ー
ド
氏

客
が
い
る
将
来
性
の
あ
る
店
舗

に
投
資
す
る
」と
伝
え
て
い
る
。

ま
た
今
後
３
年
間
で
１
５
０
店

舗
を
閉
店
す
る
こ
と
で
持
続
的

で
有
利
な
売
り
上
げ
を
取
り
戻

し
、
２
０
２
６
年
度
に
は
将
来

性
の
あ
る
３
５
０
店
舗
に
投
資

す
る
と
い
う
。
Ｎ
Ｙ
市
内
の
閉

店
対
象
に
は
、
エ
ル
ム
ハ
ー
ス

ト
の
ク
イ
ー
ン
ズ
・
プ
レ
イ
ス

店
や
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
シ
ー
プ

ス
ヘ
ッ
ド
・
ベ
イ
店
な
ど
５
店

舗
が
含
ま
れ
て
い
る
。

メ
イ
シ
ー
ズ
百
貨
店

Ｎ
Ｙ
市
内
５
店
閉
鎖

　

ゲ
ー
ム
機
内
に
あ
る
ク
レ
ー

ン
を
操
作
し
景
品
を
狙
う
、
日

本
で
は
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
お
馴
染
み
の
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー

ム
が
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
や
ク

イ
ー
ン
ズ
の
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で

人
気
を
博
し
て
い
る
。

　

13
日
付
の
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
誌

電
子
版
の
記
事
は
、
日
本
の
ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
相
当
た
る
ア

ー
ケ
ー
ド
型
娯
楽
施
設
が
近
年

Ｎ
Ｙ
市
内
で
増
加
し
て
い
る
理

由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
規
制
緩
和
後
、
日
本
を

旅
行
し
た
事
業
者
た
ち
が
「
儲

か
る
」
と
考
え
た
か
ら
、
と
伝

え
て
い
る
。

　

一
方
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
電
子
版
の

記
事
は
、
決
し
て
子
供
の
お
小

遣
い
で
は
手
頃
に
遊
べ
な
い
Ｎ

Ｙ
の
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
に
つ
い

て
伝
え
て
い
る
。
敷
地
面
積
９

平
方
フ
ィ
ー
ト
の
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
「
ガ
ッ

チ
ャ
」
で
は
、
１
回
50
ド
ル
の

プ
レ
イ
代
で
、
う
ま
く
い
け
ば

エ
ル
メ
ス
の
ピ
コ
タ
ン
・
バ
ッ

グ
、
６
０
０
ド
ル
の
シ
ャ
ネ
ル

の
財
布
、
５
４
９
ド
ル
の
ア
ッ

プ
ル
社
の
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
ゲ

ッ
ト
で
き
る
。同
紙
に
よ
る
と
、

も
と
も
と
は
子
供
が
対
象
だ
っ

た
遊
び
を
楽
し
む
大
人
、
い
わ

ゆ
る
「
キ
ッ
ド
ア
ダ
ル
ト
」
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
ア
ー
ケ
ー

ド
型
娯
楽
施
設
が
、
米
国
の
ミ

レ
ニ
ア
ル
、
Ｚ
世
代
を
引
き
付

け
て
い
る
と
い
う
。
米
国
の
ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
し
て

は
、
各
州
が
規
制
を
設
け
て
い

る
が
、
多
く
の
施
設
は
景
品
が

当
た
ら
な
い
よ
う
に
機
械
を
操

作
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム

高
級
品
ゲ
ッ
ト
で
人
気

mailto:kkatonyc@earthlink.net
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://michaeldunnlaw.com
http://kkobo.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.enquete-web.com/MOFA_2025/?city=64&code=301HMOFA_2025/?city=64&code=301H
https://www.nipponclub.org/
https://form.jotform.com/243460823826156
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Ａ
Ｃ
Ｐ
（Advance Care 

Planning

）
と
は
、
日
本
語
で

「
人
生
会
議
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
だ
。
病
状
が
重
篤
に
な

り
、
死
が
近
づ
い
て
き
た
時
、

医
療
者
は
い
か
に
患
者
が
望
み

を
か
な
え
て
い
く
の
か
？　

本

書
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
緩
和

ケ
ア
の
指
導
医
を
し
て
い
る
中

川
俊
一
・
内
科
准
教
授
が
、
10

年
に
わ
た
り
患
者
や
家
族
と
難

し
い
対
話
を
し
て
き
た
自
身
の

経
験
を
踏
ま
え
て
医
療
者
向
け

に
書
い
た
も
の
だ
。

　
「
人
工
呼
吸
は
ど
う
し
ま
し

ょ
う
か
？　

よ
く
ご
家
族
で
相

談
し
て
し
て
く
だ
さ
い
」
と
医

師
が
よ
く
言
い
そ
う
な
セ
リ
フ

に
対
し
、「
患
者
側
を
尊
重
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
実
は

真
の
意
味
で
ま
っ
た
く
役
に
立

っ
て
い
な
い
」と
手
厳
し
い
が
、

本
書
は
米
日
の
日
本
人
医
療
者

か
ら
絶
賛
さ
れ
て
い
る
。
医
療

者
向
け
だ
が
、
本
書
は
全
て
の

人
に
役
立
ち
そ
う
だ
。
な
ぜ
な

ら
、
私
た
ち
全
員
が
い
つ
か
は

死
を
迎
え
、
そ
れ
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
自
分
や
家
族
が
人

生
の
終
わ
り
と
折
り
合
い
を
つ

け
る
の
に
役
立
つ
か
ら
。

　

Ａ
Ｃ
Ｐ
や
「
人
生
会
議
」
な

ど
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
い
う

人
も
い
る
だ
ろ
う
し
、「
衰
弱

し
て
回
復
が
見
込
め
な
い
時

に
、
ど
こ
ま
で
延
命
治
療
を
す

る
の
か
自
分
の
希
望
を
『
事
前

指
示
書
』
に
書
い
た
り
、
自
分

が
意
思
表
示
が
で
き
な
く
な
っ

た
ら
本
人
の
代
わ
り
に
意
思
決

定
で
き
る
代
理
人
を
決
め
て
お

く
こ
と
」
程
度
の
知
識
が
あ
る

人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
そ
れ
以
前
に
中
川
医

師
は
、「
本
人
の
人
生
観
、
価

値
観
」
を
家
族
や
医
療
者
と
シ

ェ
ア
す
る
会
話
が
大
切
だ
と
説

く
。「
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
」

と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
具
体
的

に
考
え
て
み
な
い
と
よ
く
わ
か

ら
な
い
も
の
だ
。
自
分
は
何
を

生
き
が
い
に
し
て
い
る
の
か
、

何
か
気
が
か
り
な
こ
と
は
あ
る

か
、
自
分
が
受
け
入
れ
が
た
い

状
況
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。
答

え
は
一
つ
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
し
、
年
齢
や
状
況
と
と
も

に
答
え
も
変
わ
る
の
が
普
通

だ
。
死
を
タ
ブ
ー
視
せ
ず
に
、

そ
の
時
々
の
自
分
の
考
え
に
つ

い
て
家
族
と
会
話
を
し
て
い
れ

ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に
本
人
か

ら
、
あ
る
い
は
家
族
か
ら
そ
の

考
え
方
や
希
望
を
医
療
者
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
う
し
た
会
話
を
持
た
な
い

ま
ま
、
本
人
が
意
思
表
示
で
き

な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

時
、
家
族
は
と
て
つ
も
な
く
重

い
決
断
と
、
自
分
は
本
人
の
意

に
沿
わ
な
い
判
断
を
し
た
の
で

は
な
い
か
？　

と
い
う
答
え
を

得
る
こ
と
の
で
き
な
い
疑
念
を

背
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
中
川
医
師
は
「
Ａ
Ｃ
Ｐ

は
患
者
本
人
が
家
族
や
周
り
の

大
切
な
人
に
贈
る
こ
と
が
で
き

る
最
大
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ

る
」
と
言
う
の
だ
。

　

医
療
者
に
と
っ
て
「
Ａ
Ｃ
Ｐ

と
は
患
者
の
人
と
な
り
を
知
る

作
業
」
で
あ
り
、「
ど
う
や
っ

て
最
後
の
瞬
間
ま
で
生
き
る
の

を
手
伝
う
か
？
」
だ
と
中
川
医

師
は
述
べ
て
い
る
。
本
書
に
は

真
の
意
味
で
の
効
果
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
つ
い
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
豊
富
に
書
か

れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
に
も
応
用
で
き
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
片
瀬
ケ
イ
）

 大切な緩和ケアの人生会議
中川俊一・著

メジカルビュー・刊

■彼女が知らない隣人たち（あさのあつこ、角川文庫）縫
製工場でパート勤務をしつつ夫や子どもたちと平凡な日々
を送っていた咏子は、駅前での爆発事件をきっかけに周囲
の不穏な変化を感じ始める。同僚の外国人技能実習生に対
するネット上での誹謗中傷、図書館での第２の爆発騒動。
一連の事件に家族が関与しているのではと疑念が膨らむ。
■こうやって頭の中を言語化する。（荒木俊哉、PHP研究
所）『瞬時に「言語化できる人」が、うまくいく。』の著者
が1000人以上のメソッド体験者の生の声を活かしながら
約1年の時間をかけて新しい言語化メソッド「言語化ノー
ト術」を開発した。コピーライターによる言語化メソッド。
■プロミス・ユー・ザ・ムーン（大石圭、角川ホラー文庫）
新興宗教の教祖・七沢ルナは、教団内の実権を奪った事務
局長の石黒により暴力と凌辱の日々を強いられていた。そ
こでルナの義弟・龍之介はエスカレートする石黒の横暴に、
ある謀略の実行を決意する。切ない凶愛ホラーサスペン
ス。■幸運な男（中村彰彦、文春文庫）色好みだけど、ケ
チではなかった。「日本資本主義の父」といわれる渋沢栄
一の生涯。幕末にテロを決行しようとした青年がパリ万博
で幕府の瓦解を知り、激動の明治には日本一愛される経営
者になるまで。「1万円札の顔」の数奇な運命を歴史小説
の第一人者が描いた人生録。■最近（小山田浩子、新潮社）
夫が救急搬送された深夜の病院の待合室で思い出す、赤い猫を見ると死ぬと
いう噂。新型コロナのパンデミックによりさまざまな価値観が揺らいだ数年
間の、ある平凡な夫婦と周りの人々の生活を精緻に描く。ワクチン、濃厚接
触、自粛要請、あの静かで緊張したつい最近の日々。人気作家による最新連
作小説。■貧困と脳（鈴木大介、幻冬舎新書）約束を破る、遅刻する、著者
が長年取材してきた貧困の当事者には共通する特徴があった。世間はそれを
サボりや甘えと非難するが、著者が高次脳機能障害になり初めて気がついた、
彼らの「働けない脳」とは。「働けない脳＝不自由な脳」の存在に斬り込み、
当事者の自責・自罰からの解放と周囲による支援を訴える。ベストセラー『最
貧困女子』ではあえて書かなかった貧困当事者の真の姿とは。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

家
族
を
疑
う
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
。
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
が
開
発
し
た
言
語
化
メ
ソ
ッ
ド
。

切
な
い
凶
愛
ホ
ラ
ー
サ
ス
ペ
ン
ス
。
新
１
万
円
札
の
顔
・
渋
沢
栄
一
の
人
生
録
。
コ
ロ
ナ

禍
で
経
験
し
た
日
常
が
蘇
る
連
作
小
説
。
貧
困
当
事
者
の
真
の
姿
を
解
説
す
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

Take Ivy

（
テ
イ
ク
・
ア
イ

ビ
ー
）
は
、
１
９
６
５
年
に
日

本
で
発
売
さ
れ
た
写
真
集
。
ア

メ
リ
カ
の
名
門
大
学
（
ア
イ
ビ

ー
リ
ー
グ
）
の
学
生
生
活
を
撮

影
し
た
も
の
で
、
当
時
の
ホ
ン

モ
ノ
の
ア
イ
ビ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
が
よ
く
分
か
る
。
復
刻
版
が

２
０
１
１
年
に
日
本
で
発
売
さ

れ
、
こ
れ
は
そ
の
英
語
版
。
日

本
の
男
性
服
飾
雑
誌「
メ
ン
ズ
・

ク
ラ
ブ
」
に
よ
り
60
年
代
に
Ｖ

Ａ
Ｎ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
日
本
の
若

者
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
手
本
と
し

て
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
。
米
国
の

メ
ン
ズ
ス
ト
ア
で
も
50
年
代
、

60
年
代
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
イ
メ

ー
ジ
を
復
活
さ
せ
た
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
が
近
年
ま
た
見
直
さ
れ
て

い
る
。原
点
を
楽
し
め
る
本
だ
。

紹
介
さ
れ
て
い
る
大
学
は
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
ダ
ー
ト
マ
ス

大
学
、
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
、
コ
ー

ネ
ル
大
学
、ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、

イ
エ
ー
ル
大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト

ン
大
学
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大

学
の
８
大
学
。
大
学
に
よ
っ
て

ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
が
あ
る
が
、

ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ

や
三
つ
ボ
タ
ン
の
ブ
レ
ザ
ー
、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
レ
ジ
メ
ン
タ
ル

タ
イ
な
ど
、
当
時
の
共
通
し
た

ス
タ
イ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

ア
イ
ビ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
バ
イ
ブ
ル

 『TAKE IVY』
PHOTO BY T.HAYASHIDA
POWERHOUSE BOOKS

http://www.easeny.com/
tel:2122136069
https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/


（9）　　 ［ローカル面］ 2025年（令和 7年）1月 25日（土）

　今回ご紹介するのは、Bushwick/Bed-stuy の民の台所Mr.Kiwi です。24時間営業、
店内はいつも地元民で混み合っています。インフレが叫ばれる世の中でこのお店は
つねにフェアプライス、しかもアジア系雑貨も充実していて、大変ありがたいお店
です。生鮮品が安いのをはじめ、生活必需品も手頃に手に入るので、コミュニティ
に根付いて長く地元民に愛され続ける名店です。ちなみに上の階はライブハウスに
なっていて、パフォーマンスを観ながら電車の行き来が目に入るいかにもニュー
ヨーク仕様。今後も愛用し続けます。
　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東京
から NYへ移住。日本食スーパーで社員として働きながら趣味で漫画を描いていた
ら楽しくなってしまい 2021年に退職、漫画家として本格的に活動を開始。2023
年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！（Instagram:@Yamamotoinnyc）

【15】

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

お
い
し
い
キ
ャ
ン
プ  

　

日
本
政
府
公
認
の
日
本
語

補
習
授
業
校
で
あ
る
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
日
本
語
学
園
の
新
年

度Pre-K

ク
ラ
ス
入
園
説
明
会

（
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
）
が
、
2

月
8
日(

土) 

午
前
10
時
か
ら

正
午
ま
で
、
借
用
校 

で
あ
る

Ｐ
Ｓ
２
６
１
（314 Pacifi c 

Street,Brookyn

）
で
開
催
さ

れ
る
。
対
象
は
２
０
２
１
年
生

ま
れ
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
。 

　

同
校
で
は
、
学
習
の
相
乗
効

果
を
考
え
、
現
地
校
で
の
教
育

内
容
も
柔
軟
に
取
り
入
れ
て
い

る
か
た
わ
ら
、
日
本
文
化
を
継

承
す
る
た
め
の
文
化
行
事
も
年

間
を
通
し
て
数
多
く
実
施
し
、

Ｎ
Ｙ
市
に
暮
ら
す
日
本
人
・
日

系
人
の
子
供
達
に
必
要
と
さ
れ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や

表
現
力
な
ど
を
、
読
む
、
書
く
、

話
す
、
聞
く
の
バ
ラ
ン
ス
の
中

で
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
る
た

め
の
日
本
語
教
育
を
行
う
。 

　

説
明
会
は
、
す
べ
て
日
本
語

で
対
面
形
式
で
行
わ
れ
る
。
子

供
の
同
伴
は
可
能
。Pre-K

以

外
の
学
年
で
編
入
を
希
望
の
人

も
参
加
で
き
る
。 

　

参
加
申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トnihongogakuen.org 

か
ら
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルnihongogakuen@bjafa.
org 

ま
で
。 

新 Pre-K クラス対象
オープンハウス開催 

ブルックリン日本語学園 

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
教

育
・
文
化
系
の
非
営
利
団
体「
あ

お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
、

2
月
17
日（
月
）か
ら
21
日（
金
）

ま
で
の
5
日
間
、
プ
リ
ス
ク
ー

ル
生
か
ら
小
学
生
を
対
象
に
し

た
ミ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン

プ
「
お
い
し
い
キ
ャ
ン
プ
」
を

開
催
す
る
。 

　

キ
ャ
ン
プ
の
内
容
は
、
子
供

の
た
め
の
お
い
し
い
食
べ
物
の

料
理
教
室
と
な
っ
て
お
り
、
地

域
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
料
品
店

か
ら
プ
ロ
の
シ
ェ
フ
を
招
き
、

教
室
で
料
理
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
。
料
理
を
体
験

を
し
た
後
は
、
実
際
に
自
分
で

作
っ
た
も
の
を
食
べ
る
。
授
業

は
日
本
語
で
行
わ
れ
、
普
段
あ

お
ぞ
ら
プ
リ
ス
ク
ー
ル
に
参
加

し
て
い
な
い
児
童
で
も
参
加
可

能
。   

　

キ
ャ
ン
プ
の
詳
細
と
参

加
申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
。https://

www.aozoracommunity.
org/2023-midwinter-
camp-1 

　

日
本
ク
ラ
ブ
の
書
道
教
室

の
講
師
と
し
て
も
長
年
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
創
作
活
動
を
続

け
る
書
家
で
画
家
の
高
橋
孝

子
が
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ネ

イ
ル
ズ
・
サ
ロ
ン
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
五

番
街
５
６
３
番
地
、
電
話

８
０
４
・
４
３
２
・
２
０
０
３
）

と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
９
８

（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
24
丁

目
１
９
８
番
地
、
電
話

７
１
８
・
６
３
５
・
０
４
３
０
）

で
同
時
個
展
「W

HAT IS  A 
LINE

」
を
開
催
し
て
い
る
。

　

２
０
０
１
年
９
月
11
日
以

降
、
高
橋
の
自
宅
ビ
ル
屋
上
か

ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
を
見
る
と
、
ツ
イ
ン
タ
ワ

ー
の
建
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
真

っ
白
な
２
本
の
建
物
が
見
え
た

と
い
う
。
そ
の
白
い
建
物
は
何

日
も
見
え
続
け
た
が
、
そ
の
後

消
え
て
美
し
い
秋
の
空
に
変
わ

っ
た
と
い
う
。
仕
事
場
の
壁
に

伏
せ
て
立
て
掛
け
て
あ
っ
た
そ

の
作
品
を
偶
然
に
も
昨
年
９
月

11
日
に
思
い
出
し
作
品
の
将
来

を
考
え
、
そ
の
絵
が
ノ
リ
ス
・

ガ
ン
チ
ョ
ン
と
い
う
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
目
に
止
ま
り
、
今
回
の

展
覧
会
に
な
っ
た
。
会
期
は
２

月
１
日
（
土
）。
白
い
絵
の
あ

る
ネ
イ
ル
ズ
・
サ
ロ
ン
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
２
月
１
日
（
土
）
午

後
５
時
か
ら
７
時
ま
で
書
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
。
入
場
無
料
。

高
橋
孝
子
が
個
展
開
催
中

mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
https://www.aozoracommunity.org/2023-midwinter-camp-1
mailto:nihongogakuen@bjafa.org
nihongogakuen.org
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お
か
ら
サ
ラ
ダ

白
菜
と
鶏
の
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー

鮭
の
酒
粕
漬
け

【
作
り
方
】　

①
キ
ュ
ウ
リ
は
塩
も
み
し
て
、

薄
切
り
に
す
る
。
５
分
く
ら
い

置
い
て
か
ら
水
気
を
絞
る
。

②
か
に
か
ま
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
、

縦
に
割
き
、
ほ
ぐ
し
て
置
く
。

③
生
お
か
ら
を
ボ
ー
ル
に
入
れ

て
、
リ
ン
ゴ
酢
を
落
と
す
。
そ

の
上
に
、
キ
ュ
ウ
リ
、
か
に
か

ま
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
入
れ
て
混
ぜ

る
。

④｠

最
後
に
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を

入
れ
て
あ
え
る
だ
け
。
好
み
で

塩
・
コ
シ
ョ
ウ
を
か
け
る
。

身
体
を
温
め
、
冷
え
を
予
防
す
る
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　今週の生き生き EATS は、ニューヨーク在住の料理研究家で栄養コンサルタ
ントの中山美紀子さんに、おからサラダ、鮭粕漬け、白菜と鶏のクリームシチ
ューの３品を作っていただきました。身体を温め、冷えを予防するメニューで
す。中山さんは、NY 州立大学 Food ＆ Nutrition を卒業後、NYIT にて修士課程
に在籍。その後 Montefi ore Clinical の Nutrition Dept. で勤務後、独立。
著書に『Tokyo Diet- Japanese-American Cooking』があります。

【材料】　
生おから .....................２００ｇ
かにかまスティック ..６ピース
キュウリ .........................小１本
リンゴ酢 .........................大匙１
マヨネーズ .....................大匙５
（好みで調整してください）
塩・コショウ ....................少々

【材料】（２人前）　
鮭 .....................................２切れ
酒粕 .................................大匙 1
味噌 .................................大匙 1
かぼちゃ ...............................1/8

【材料】　
鶏肉（もも） .....２ブロック

（300ｇ -350ｇ）
白菜 ...............................¼玉
つけ汁Ａ
水 ............................100ｍｌ
砂糖 .......................小さじ１
塩 ...........................小さじ１

牛乳 ....... 200ml（１カップ）
水 ........... 200ml（１カップ）
コンソメスープ（パウダー）
...............................小さじ１
味噌 .....................小さじ 1/2
小麦粉 .......................大匙２

①
鶏
肉
を
一
口
大
に
切
る
。

②
つ
け
汁
Ａ
に
切
っ
た
鶏
肉
を

浸
し
て
15
分
寝
か
し
て
お
く
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
鶏
肉
が
柔

ら
か
く
な
る
。

③
白
菜
を
短
冊
状
に
切
る
。

④
鍋
に
付
け
込
ん
だ
鶏
肉
を
入

れ
て
、
焼
き
色
を
付
け
て
炒
め

る
。

⑤
鶏
肉
を
炒
め
た
ら
、
白
菜
を

加
え
て
炒
め
る
。

⑥
白
菜
が
炒
ま
っ
た
ら
、
水

２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
加
え

て
、５
分
ほ
ど
中
火
で
煮
込
む
。

⑦
弱
火
に
し
て
、
小
麦
粉
を
少

し
ず
つ
加
え
て
混
ぜ
る
。
だ
ま

に
な
り
や
す
い
の
で
、
少
し
ず

つ
い
れ
る
と
い
い
。

⑧
小
麦
粉
が
な
じ
ん
で
き
た

ら
、
牛
乳
を
入
れ
て
、
コ
ン
ソ

メ
、
味
噌
を
加
え
て
弱
火
で
か

き
回
し
な
が
ら
、
と
ろ
み
が
つ

く
ま
で
煮
込
む
。

①
鮭
の
水
気
を
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
で
ふ
き
取
る
。

②
酒
粕
と
味
噌
を
合
わ
せ
る
。

酒
粕
が
硬
い
場
合
は
、
水
ま
た

は
お
酒
で
好
み
の
硬
さ
に
調
整

す
る
。

③
②
で
作
っ
た
合
わ
せ
粕
を
鮭

の
表
面
に
塗
り
こ
む
。
１
〜
２

時
間
冷
蔵
庫
で
寝
か
せ
る
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ア
ル
ミ
シ
ー

ト
を
載
せ
、
弱
火
で
③
の
鮭
を

焼
く
。
片
面
３
分
、
裏
返
し
て

３
分
、
両
面
を
焼
く
。（
裏
返

す
の
が
面
倒
だ
と
い
う
人
に

は
、フ
ラ
イ
パ
ン
の
蓋
を
し
て
、

蒸
し
焼
き
に
す
る
方
法
も
あ

り
、
約
８
分
で
焼
き
あ
が
る
。）

⑤
カ
ボ
チ
ャ
は
好
み
の
大
き
さ

に
切
り
、
皿
に
並
べ
て
ラ
ッ
プ

を
し
て
、電
子
レ
ン
ジ
で
３
分
。

⑥
フ
ラ
イ
パ
ン
に
⑤
の
カ
ボ
チ

ャ
を
並
べ
、
弱
火
で
焼
く
。

⑦
皿
に
盛
り
つ
け
て
完
成
。

鮭
や
カ
ボ
チ
ャ
は
冷
え
改
善
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
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沙
羅
・
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
さ
ん

（
26 )

は
、
日
本
人
を
母
親
に

ア
メ
リ
カ
人
を
父
親
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
生
ま
れ
育
っ
た
生
粋

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
で
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
警
察（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）

の
警
察
官
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
61
丁
目

よ
り
南
を
管
轄
す
る
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
サ
ウ
ス
の
中
で
も
タ
イ
ム

ズ
ス
ク
エ
ア
や
五
番
街
、
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
商

業
地
や
密
集
し
た
住
宅
地
の
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
地
区
を
管
轄
す
る

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ノ
ー
ス
18
分
署

に
所
属
し
て
い
る
。
現
在
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ア
フ
ェ
イ

ア
ー
ズ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
と
い
う

地
域
防
犯
課
に
異
動
し
、
内
勤

で
犯
罪
傾
向
分
析
調
査
や
地
域

社
会
に
出
か
け
て
い
っ
て
防
犯

対
策
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
な
っ

て
い
る
。

　
「
小
さ
い
時
か
ら
法
律
を
守

る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て

い
た
ん
で
す
。
私
が
育
っ
た
ク

イ
ー
ン
ズ
の
ア
ス
ト
リ
ア
の
駅

に
は
、
い
つ
も
警
察
官
が
立
っ

て
い
て
、ポ
リ
ス
マ
ン
を
見
て
、

お
ー
か
っ
こ
い
い
、
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」
と
優
し
そ
う
な
笑
顔
で
語

る
。
警
察
官
に
な
ろ
う
と
真
剣

に
思
っ
た
の
は
高
校
時
代
。
だ

が
、ポ
リ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
警

察
学
校
）
の
入
学
資
格
年
齢
は

21
歳
か
ら
。
バ
ー
モ
ン
ト
州
の

ノ
ー
ウ
イ
ッ
ジ
大
学
で
犯
罪
法

を
専
攻
し
て
卒
業
後
に
警
察
学

校
に
入
学
。同
期
は
３
０
０
人
。

６
か
月
の
警
察
官
養
成
訓
練
で

は
、
座
学
の
ほ
か
走
行
や
水
泳

な
ど
の
体
育
訓
練
や
、
拳
銃
な

ど
の
射
撃
訓
練
な
ど
を
受
け
、

任
官
試
験
に
合
格
し
て
晴
れ
て

警
察
官
に
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
に
は

３
万
人
の
警
察
官
が
い
る
が
、

最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
が
18
歳

以
下
の
犯
罪
を
扱
う
少
年
課
。

　

ギ
ャ
ン
グ
な
ど
の
犯
罪
の
９

割
以
上
が
集
中
す
る
警
察
官
業

務
の
な
か
で
も
最
も
危
険
が
伴

う
部
署
だ
。
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス

ト
の
低
所
得
者
住
宅
ビ
ル
で
銃

撃
事
件
の
通
報
を
受
け
て
駆
け

つ
け
、
拳
銃
を
持
っ
た
容
疑
者

が
８
階
建
て
の
ど
こ
か
に
隠
れ

て
い
る
の
を
応
援
部
隊
６
人
で

く
ま
な
く
捜
査
し
て
容
疑
者
を

逮
捕
し
た
時
が
最
も
危
険
な
体

験
だ
っ
た
と
い
う
。

　

警
察
の
仕
事
は
ス
ト
レ
ス
と

緊
張
が
つ
い
て
回
る
。
20
年
間

の
勤
続
を
終
え
て
41
歳
で
退
官

し
た
ら
次
は
「
も
っ
と
ピ
ー
ス

フ
ル
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
仕

事
に
就
き
た
い
で
す
ね
。
で
も

や
っ
ぱ
り
人
々
が
幸
せ
に
安
全

に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
仕
事
で
し

ょ
う
か
」
と
話
す
。

　

子
供
の
頃
は
Ｎ
Ｙ
補
習
授
業

校
Ｌ
Ｉ
校
に
通
っ
て
い
た
。
ク

イ
ー
ン
ズ
で
学
習
塾
を
経
営
す

る
母
親
の
和
子
さ
ん
は
「
女
の

子
な
の
で
最
初
は
心
配
し
ま
し

た
が
、今
の
課
に
配
属
さ
れ
て
、

今
は
安
心
し
て
応
援
し
て
い
ま

す
」
と
い
う
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
は
本

人
提
供
）

NYPD 警察官

沙羅・ブラッドレーさん

Ｎ
Ｙ
市
民
を
犯
罪
か
ら
守
る
仕
事
に
生
き
が
い
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い
よ
い
よ
冬
本
番
。
寒
さ

が
厳
し
く
な
る
こ
の
季
節
は
、

お
肌
に
と
っ
て
も
試
練
の
時
期

で
す
。
冷
た
い
空
気
や
暖
房
に

よ
る
乾
燥
は
、
肌
か
ら
水
分
を

奪
い
、
タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー
（
肌

の
生
ま
れ
変
わ
り
）
を
乱
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
冬
の
環
境
に

対
応
す
る
た
め
に
、
こ
っ
て
り

と
し
た
油
分
の
多
い
ク
リ
ー
ム

で
保
湿
を
強
化
す
る
方
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
季
節
に
お
す
す
め
し
た

い
の
が
、
ハ
イ
ド
ラ
フ
ェ
イ
シ

ャ
ル
で
す
。
冬
の
乾
燥
肌
に
悩

む
方
に
即
効
性
の
あ
る
ス
キ
ン

ケ
ア
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
と
し
て

最
適
で
、
肌
の
水
分
量
を
大
幅

に
改
善
し
、
健
康
的
で
し
な
や

か
な
肌
へ
と
導
き
ま
す
。
ま

た
、
乾
燥
肌
対
策
に
特
化
し
た

「
ブ
ー
ス
タ
ー（
導
入
美
容
液
）」

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
な
る
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
冬
に
特
に
お
す
す
め

の
ブ
ー
ス
タ
ー
を
以
下
に
ご
紹

介
し
ま
す
。
◆SENTÉ 

ダ
ー

マ
ル 

リ
ペ
ア 

ブ
ー
ス
タ
ー:

独
自
の
特
許
成
分
Ｈ
Ａ
Ｓ
（
ヘ

パ
リ
ン
類
似
物
質
）
や
ペ
プ
チ

ド
を
豊
富
に
含
ん
だ
ス
ー
パ
ー

セ
ラ
ム
。
主
に
「
血
行
促
進
」

「
保
湿
」「
抗
炎
症
作
用
」
の
3

つ
の
作
用
が
あ
り
ま
す
。
敏
感

肌
や
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
肌
を

ケ
ア
す
る
の
に
最
適
で
す
。
◆

ハ
イ
ド
ラ
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル 

ア

ン
チ
オ
ッ
ク
ス+

：
肌
を
深

く
保
湿
し
、
環
境
ダ
メ
ー
ジ
か

ら
保
護
し
ま
す
。
主
成
分
の
ヒ

ア
ル
ロ
ン
酸
、
グ
ル
タ
チ
オ
ン

の
ほ
か
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｅ
に
よ

り
、
肌
に
水
分
を
補
給
し
、
抗

酸
化
作
用
で
外
的
要
因
か
ら
守

り
ま
す
。
◆M

urad 

レ
チ
ノ

ー
ル 

ブ
ー
ス
タ
ー
：
レ
チ
ノ

ー
ル
は
、
肌
の
角
質
細
胞
の
再

生
を
促
進
し
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
と

エ
ラ
ス
チ
ン
の
生
成
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
乾
燥
に
よ
る
小
じ

わ
、
カ
サ
カ
サ
肌
の
改
善
を
目

指
し
て
い
る
方
に
特
に
お
す
す

め
。古
い
角
質
が
剥
が
れ
落
ち
、

新
し
い
肌
が
表
面
に
現
れ
る
の

を
助
け
ま
す
。
冬
の
お
肌
を
健

や
か
に
保
つ
た
め
に
、
自
分
の

肌
に
合
っ
た
導
入
美
容
液
を
選

び
、
こ
の
冬
も
潤
い
に
満
ち
た

健
康
的
な
肌
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
のYukie 

Natori New York Salon 

＆ 
Spa　

代
表
。
東
京
、
銀
座
で

ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
し
日

米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト
ー
タ

ル
な
美
を
提
供
し
て
い
る
。

お
肌
に
試
練
の
冬
本
番

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
http://jmart-usa.com/en/
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
で
は
、

１
月
10
日
（
金
）
に
非
漢
字
圏

育
ち
で
初
め
て
漢
字
検
定
一
級

に
合
格
し
た
Ｎ
Ｊ
州
出
身
の
ブ

レ
ッ
ト
・
メ
イ
ヤ
ー
さ
ん
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
漢
字
に

興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
と
な
っ

た
ア
ニ
メ
の
話
に
始
ま
り
、
漢

字
の
部
首
や
読
み
方
、
覚
え
方

な
ど
を
子
ど
も
達
に
も
わ
か
り

や
す
く
教
え
た
。
そ
の
後
は
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
と
し
て
、
チ

ー
ム
対
抗
の
「
部
首
リ
レ
ー
」

や
「
画
数
リ
レ
ー
」
を
行
い
、

多
く
の
漢
字
に
触
れ
る
時
間
と

な
っ
た
。
講
演
の
最
後
に
は
、

「
漢
字
っ
て
い
く
つ
あ
る
の
で

す
か
」、「
覚
え
る
の
が
難
し
か

っ
た
漢
字
は
な
ん
で
す
か
」、

「
ブ
レ
ッ
ト
さ
ん
の
名
前
は
漢

字
で
は
ど
ん
な
に
な
り
ま
す

か
」
な
ど
、
児
童
生
徒
か
ら
多

く
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
メ
イ

ヤ
ー
さ
ん
は
丁
寧
に
答
え
た
。

児
童
生
徒
に
と
っ
て
漢
字
の
お

も
し
ろ
さ
を
見
つ
め
直
す
大
変

有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

漢字のおもしろさ解説
NJ日本人学校で講演会

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
の
４
年
生
が
11
日
、
本
紙
新

年
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
週
刊
や

さ
し
い
に
ほ
ん
ご
生
活
」
お
正

月
見
開
き
特
集
を
学
習
教
材
と

し
て
使
用
し
て
、
日
本
の
正
月

行
事
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

授
業
を
担
当
し
た
先
生
に
よ

る
と
全
て
の
漢
字
に
読
み
仮
名

が
振
っ
て
あ
る
の
で
、
４
年
生

で
も
す
ら
す
ら
読
む
こ
と
が
で

き
、
生
徒
た
ち
は
、
静
か
に
じ

っ
く
り
読
み
、
大
好
き
な
お
正

月
行
事
に
つ
い
て
知
識
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
ま

た
「
初
め
て
知
る
言
葉
や
、
特

に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
蛍
光

ペ
ン
で
印
を
つ
け
て
い
る
う
ち

に
、
紙
面
が
ど
ん
ど
ん
カ
ラ
フ

ル
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
親

し
み
や
す
い
イ
ラ
ス
ト
も
、
理

解
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。
生
徒

は
学
習
意
欲
を
大
い
に
刺
激
さ

れ
た
よ
う
で
、
自
主
的
に
国
語

辞
典
や
、
漢
字
辞
典
を
使
う
生

徒
も
い
ま
し
た
。
新
年
の
学
習

を
最
上
の
形
で
ス
タ
ー
ト
で
き

ま
し
た
」
と
話
す
。
同
特
集
は

「
初
詣
」「
門
松
」「
し
め
縄
」「
書

初
め
」「
凧
揚
げ
」「
お
節
料

理
」「
羽
つ
き
」
の
お
正
月
の

遊
び
や
行
事
、「
新
年
の
挨
拶
」

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し

た
。
本
紙
の
「
週
刊
や
さ
し
い

に
ほ
ん
ご
生
活
」
は
、
日
本
語

を
学
ぶ
人
を
対
象
に
昨
年
新
設

さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
、
ハ
ン
タ

ー
カ
レ
ッ
ジ
の
日
本
語
科
で
も

教
材
と
し
て
使
わ
れ
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

本
紙
で
お
正
月
を
学
ぶ

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
平
本
秀
次
校
長
）
で
は
１
月

12
日
「
日
本
人
よ
り
漢
字
を
よ

く
知
る
外
国
人
」
と
し
て
幅
広

い
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
ブ

レ
ッ
ト
・
メ
イ
ヤ
ー
さ
ん
を
講

師
と
し
て
迎
え
、
漢
字
に
ま
つ

わ
る
講
演
会
を
開
催
し
た
。
メ

イ
ヤ
ー
さ
ん
は
、
非
漢
字
文
化

圏
出
身
者
と
し
て
初
め
て
漢
字

検
定
１
級
に
合
格
し
た
Ｎ
Ｊ
州

出
身
の
ア
メ
リ
カ
人
で
、
現
在

は
静
岡
県
浜
松
市
在
住
。
日
本

語
や
日
本
文
化
へ
の
深
い
愛
情

を
感
じ
さ
せ
る
言
動
や
、
気
さ

く
な
人
柄
で
多
く
の
人
々
か
ら

親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

講
演
会
の
第
１
部
は
、
中
高

生
を
対
象
に
日
本
語
で
行
わ
れ

た
。
メ
イ
ヤ
ー
さ
ん
が
学
生
時

代
に
漢
字
に
興
味
を
持
つ
き
っ

か
け
と
な
っ
た
ア
ニ
メ
の
話
が

始
ま
る
と
、
生
徒
た
ち
は
笑
み

を
こ
ぼ
し
な
が
ら
ト
ー
ク
に
引

き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
最
近
の

ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
難
し

い
漢
字
名
が
ク
イ
ズ
形
式
で
出

題
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
次
々
に

答
え
を
披
露
し
た
。

　

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
取
り
入

れ
た
「
部
首
し
り
と
り
ゲ
ー

ム
」
で
は
４
つ
の
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、
チ
ョ
ー
ク
を
た
す
き
代

わ
り
に
し
り
と
り
形
式
で
漢
字

を
黒
板
い
っ
ぱ
い
に
書
き
連
ね

た
。
最
初
は
尻
込
み
し
て
い
た

生
徒
た
ち
も
次
第
に
黒
板
の
前

に
進
み
、
思
い
つ
く
限
り
の
漢

字
を
書
き
出
し
た
。
中
に
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
架
空
の
文
字
を

書
く
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
生
徒

も
見
ら
れ
た
。

　

続
く
「
書
き
順
リ
レ
ー
ゲ
ー

ム
」
で
は
、
画
数
１
画
の
漢
字

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
１
画
ず
つ

画
数
を
増
や
し
て
20
画
ま
で
の

漢
字
を
リ
レ
ー
形
式
で
書
い

た
。
黒
板
へ
向
か
い
な
が
ら
空

書
き
で
画
数
を
確
認
す
る
姿

や
、
チ
ー
ム
内
で
ハ
イ
タ
ッ
チ

を
交
わ
す
様
子
が
見
ら
れ
、
さ

ら
に
20
画
以
上
の
難
し
い
字
を

披
露
す
る
生
徒
も
登
場
し
た
。

互
い
の
健
闘
を
称
え
合
う
拍
手

が
沸
き
起
こ
り
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

　

講
演
の
冒
頭
で
、
メ
イ
ヤ
ー

さ
ん
が
「
漢
字
が
好
き
な
人
は

い
ま
す
か
」
と
問
い
か
け
る
と

わ
ず
か
１
人
の
手
し
か
挙
が
ら

な
か
っ
た
が
、
講
演
終
了
後
に

は
生
徒
た
ち
が
「
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
漢
字
に
対
す
る

興
味
が
ま
た
湧
き
ま
し
た
」
と

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
お
礼
を
伝

え
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

第
２
部
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
コ
ー

ス
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
コ

ー
ス
に
在
籍
す
る
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
の
生
徒
を
対
象
に
英

語
で
行
わ
れ
た
。
教
材
と
し
て

花
札
を
用
い
、
12
か
月
そ
れ
ぞ

れ
の
花
や
草
木
の
絵
柄
を
通
し

て
漢
字
に
親
し
む
時
間
と
な
っ

た
。
溢
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
が
盛

り
込
ま
れ
、
メ
イ
ヤ
ー
さ
ん
と

生
徒
た
ち
が
一
緒
に
楽
し
む
和

や
か
な
講
演
会
と
な
っ
た
。

漢字検定 1級の
ブレット・
メイヤーさん
教室に招いて

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

日
本
文
化
講
演
会

http://www.gwjs.org
https://miray109.com/
http://www.jwsnj.org/
https://www.jhls.org/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
１
、

２
年
生
が
９
日
、
生
活
科
の
学

習
で
も
ち
つ
き
会
を
行
っ
た
。

 　
事
前
学
習
で
は
、「
正
月
」

を
は
じ
め
「
鏡
も
ち
の
飾
り
の

名
前
」
や
「
鏡
開
き
が
行
わ
れ

る
理
由
」
な
ど
を
学
ん
だ
。

 　
当
日
、
蒸
し
た
も
ち
米
の

香
り
が
漂
う
中
、
こ
ど
も
達
は

力
強
く
も
ち
を
つ
い
た
。
自
分

た
ち
で
つ
い
た
も
ち
を
、
２
つ

に
分
け
、
丸
め
て
鏡
も
ち
を
作

っ
た
。
子
ど
も
達
は
、
も
ち
米

の
観
察
も
行
っ
た
。
も
ち
は
も

ち
米
の
た
く
さ
ん
の
粒
で
で
き

て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。

 　
お
昼
に
は
つ
き
た
て
の
も

ち
を
味
わ
い
、
そ
の
美
味
し
さ

に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、「
ど
う
し

て
鏡
開
き
を
す
る
の
か
が
分
か

っ
た
」「
つ
き
た
て
の
お
も
ち

は
今
ま
で
食
べ
た
中
で
一
番
美

味
し
か
っ
た
」
な
ど
と
振
り
返

り
、
日
本
の
季
節
の
行
事
や
伝

統
文
化
を
体
験
す
る
充
実
し
た

活
動
と
な
っ
た
。

NY日本人学校

1、2年生がもちつき会
「つきたて、おいしい！」

Ｑ　

中
学
１
年
生
の
娘
を
連
れ

て
赴
任
し
ま
し
た
。
娘
は
日
本

の
私
立
中
高
一
貫
校
を
休
学
し

て
お
り
、
高
校
１
年
ま
で
に
は

戻
る
予
定
で
す
。
学
校
か
ら
は

定
期
考
査
や
課
題
を
送
っ
て
も

ら
う
な
ど
、
帰
国
後
に
遅
れ
を

取
ら
な
い
よ
う
フ
ォ
ロ
ー
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
英

語
が
で
き
ず
、
現
地
校
で
の
学

校
生
活
で
苦
労
し
て
お
り
、
日

本
の
学
校
の
課
題
ま
で
と
て
も

手
が
回
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま

で
は
折
角
の
海
外
生
活
が
辛
い

だ
け
の
日
々
に
な
っ
て
し
ま
い

そ
う
で
す
。
ど
の
よ
う
に
バ
ラ

ン
ス
を
取
っ
た
ら
い
い
か
、
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
れ
ば
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

Ａ　

中
学
生
と
い
え
ば
日
本
で

も
海
外
で
も
勉
強
が
本
格
的
に

な
る
時
期
で
す
。
娘
さ
ん
に
と

っ
て
は
日
本
語
と
英
語
の
両
方

で
高
度
な
学
習
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
た
め
、
両
方
を
完
璧

に
こ
な
そ
う
と
思
っ
て
疲
弊
し

て
し
ま
い
ま
す
ね
。
我
が
家
も

似
た
経
験
を
し
ま
し
た
。
年
頃

の
娘
に
と
っ
て
は
勉
強
面
で
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
加
え
、
お
友

達
関
係
で
も
思
う
よ
う
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い

こ
と
や
、
話
題
が
合
わ
な
い
こ

と
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
ま

し
た
。
日
に
日
に
暗
く
な
っ
て

い
く
娘
を
見
兼
ね
、
日
本
の
学

校
か
ら
の
課
題
は
放
棄
し
、
教

科
書
レ
ベ
ル
の
基
礎
学
習
を
目

標
に
、
余
裕
が
あ
る
時
に
取
り

組
む
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
切
り

替
え
ま
し
た
。
そ
の
上
で
勉
強

の
重
点
は
英
語
学
習
に
お
き
ま

し
た
。
我
が
家
の
場
合
、
滞
在

し
て
い
た
国
の
公
用
語
が
英
語

で
は
な
か
っ
た
た
め
、
学
校
を

一
歩
出
る
と
英
語
に
触
れ
る
機

会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
英
語
で
教
え
て
く
れ

る
習
い
事
を
探
し
た
り
週
末
や

長
期
休
暇
に
は
英
語
圏
の
隣
国

に
行
っ
た
り
し
て
英
語
に
触
れ

る
機
会
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た

そ
の
際
、
日
本
語
で
読
ん
だ
こ

と
の
あ
る
英
語
の
原
書
や
昔
の

有
名
な
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
購
入
し
ま
し
た
。
英
語

の
字
幕
を
表
示
し
て
観
る
方
法

は
家
族
で
楽
し
み
な
が
ら
勉
強

が
で
き
る
の
で
と
て
も
オ
ス
ス

メ
で
す
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
過
ご
し
た

結
果
、
３
年
経
っ
て
本
帰
国
し

た
際
に
は
国
語
（
特
に
古
典) 

や
数
学
に
相
当
な
遅
れ
を
取
っ

た
一
方
で
、
英
語
は
四
技
能
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
帰
国
後

は
遅
れ
て
い
る
教
科
で
多
く
の

時
間
を
割
く
必
要
が
あ
り
ま
し

た
が
、
日
本
の
高
校
生
も
相
当

の
時
間
を
英
語
に
費
や
す
必
要

が
出
て
く
る
時
期
で
も
あ
っ
た

た
め
、
海
外
生
活
で
身
に
つ
け

た
英
語
力
は
充
分
に
武
器
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
の
勉

強
と
い
う
意
味
で
は
帰
国
後
も

引
き
続
き
努
力
と
苦
労
を
強
い

ら
れ
ま
し
た
が
、「
日
本
語
を

忘
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
心
配

や
、
身
に
つ
け
た
外
国
語
の
伸

長
に
つ
い
て
悩
む
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
改
め
て
言
語

習
得
に
お
い
て
外
国
語
と
母
国

語
の
苦
労
の
度
合
い
は
反
比
例

し
、「
和
は
一
定
」
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

娘
自
身
に
と
っ
て
は
言
語
習

得
以
外
に
も
、
海
外
に
出
る
こ

と
で
外
か
ら
日
本
を
見
る
機
会

を
得
た
こ
と
や
、
異
文
化
・
異

人
種
の
中
で
生
活
し
た
経
験
が

い
か
に
貴
重
な
学
習
だ
っ
た
か

を
、
帰
国
後
に
実
感
す
る
よ
う

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
折
角
の

期
間
限
定
の
海
外
生
活
で
す
。

親
御
さ
ん
は
帰
国
後
の
こ
と
に

過
剰
に
意
識
を
向
け
な
い
よ
う

努
め
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

現
地
で
の
勉
強
に
は
全
力
で
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

そ
れ
以
外
の
時
間
は
な
る
べ
く

現
地
で
し
か
で
き
な
い
体
験
を

た
く
さ
ん
し
て
く
だ
さ
い
。
子

ど
も
は
知
識
や
先
入
観
が
な
い

分
、
大
人
と
は
違
っ
た
目
線
で

物
事
を
見
て
い
る
も
の
で
す
。

帰
国
後
の
こ
と
を
お
子
さ
ん
が

不
安
が
る
よ
う
で
し
た
ら
、
英

語
の
勉
強
を
精
一
杯
頑
張
れ
ば

必
ず
報
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と

を
伝
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ど
こ
で
過
ご
し
て
い
て
も
、
与

え
ら
れ
た
環
境
で
ベ
ス
ト
を
尽

く
せ
ば
必
ず
そ
れ
が
そ
の
お
子

さ
ん
の
財
産
と
し
て
残
る
と
思

い
ま
す
。 

「
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

母
の
会
」

で
は
、
面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル

に
て
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。

帰
国
前
・
帰
国
後
の
心
配
事
な

ど
、
同
じ
よ
う
に
海
外
で
子
育

て
を
経
験
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
丁

寧
に
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
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長女　13～ 15歳 

日本と現地の学習の両立

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
（
新

元
良
一
校
長
）で
は
1
月
16
日
、

全
日
課
程
幼
児
ク
ラ
ス
、
フ
レ

ン
チ
部
門
の
キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
テ

ン
とJapanese Club

（
6
年

生
か
ら
8
年
生
）
の
生
徒
が
参

加
し
て
新
年
を
祝
う
餅
つ
き
が

行
わ
れ
た
。

　

餅
に
関
す
る
簡
単
な
説
明
が

さ
れ
た
後
、
炊
き
た
て
の
も
ち

米
を
石
う
す
に
移
し
て
餅
つ
き

が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
は
職
員
が

米
粒
を
つ
ぶ
し
、
餅
つ
き
の
お

手
本
を
見
せ
た
。
そ
し
て
い
よ

い
よ
子
ど
も
達
の
番
。「
よ
い

し
ょ
。
よ
い
し
ょ
」
と
一
体
と

な
っ
た
掛
け
声
と
共
に
一
人
ず

つ
餅
を
つ
い
た
。

　

杵
を
持
っ
た
瞬
間
、
そ
の
重

さ
に
驚
い
た
表
情
を
見
せ
た

り
、
餅
の
粘
り
で
な
か
な
か
杵

が
持
ち
上
が
ら
ず
格
闘
し
て
い

た
子
ど
も
た
ち
。

　

の
び
る
お
餅
を
見
て
感
嘆
の

声
を
あ
げ
て
い
た
。
自
分
た
ち

で
つ
い
た
、
つ
き
た
て
の
お
餅

は
格
別
に
お
い
し
か
っ
た
の

か
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
食
べ

て
い
た
。
器
に
た
っ
ぷ
り
入
っ

て
い
た
お
餅
は
あ
っ
と
い
う
間

に
な
く
な
っ
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

新
年
を
祝
う
餅
つ
き

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
（
ウ

エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ホ
ワ
イ

ト
プ
レ
ー
ン
ズ
、
早
津 
邑
子

園
長
）
で
10
日
、
餅
つ
き
が
行

わ
れ
た
。

　

紅
白
の
幕
が
張
ら
れ
、
い
つ

も
と
違
う
雰
囲
気
の
中
で
、
ま

ず
は
、
お
米
と
蒸
し
た
も
ち
米

を
食
べ
比
べ
。
い
つ
も
食
べ
る

ご
飯
と
は
違
う
も
ち
米
の
食
感

に
こ
ど
も
達
は
び
っ
く
り
。
こ

れ
が
お
も
ち
に
な
る
の
か
と
興

味
津
々
。
は
っ
ぴ
を
着
て
、
豆

絞
り
の
手
拭
い
を
頭
に
巻
い
て

準
備
万
端
。「
よ
い
し
ょ
。
よ

い
し
ょ
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ

て
順
番
に
つ
い
た
。
蒸
し
た
も

ち
米
の
塊
が
だ
ん
だ
ん
粘
り
を

も
ち
、
お
も
ち
へ
変
化
し
て
い

く
様
子
に
目
を
輝
か
せ
て
い

た
。
き
な
粉
や
あ
ん
こ
、
し
ょ

う
ゆ
を
絡
ま
せ
て
、
つ
き
た
て

を
食
べ
た
。
今
年
度
は
、
同

じ
建
物
のCongregation Kol 

Ami

の
こ
ど
も
達
も
招
待
し
、

一
緒
に
餅
つ
き
を
体
験
し
た
。

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
で
餅
つ
き

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 
フ

レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

幼
稚
園
（
笠
間
将
平
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）
で
は
恒
例
の
餅
つ
き
大

会
が
、
今
年
も
1
月
に
開
催
さ

れ
た
。
し
か
も
今
回
の
餅
米
は

炊
飯
器
で
は
な
く
本
格
的
な
蒸

し
器
で
蒸
し
た
。

　

1
部
は
在
園
児
と
保
護
者
の

餅
つ
き
大
会
。
職
員
に
よ
る
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
親
子
で
力
を
合
わ
せ
て
杵

を
振
り
上
げ　
「
よ
い
し
ょ
。 

よ
い
し
ょ
」
と
威
勢
の
よ
い
掛

け
声
が
、
園
舎
内
に
大
き
く
響

き
渡
っ
た
。
き
な
粉
、あ
ん
こ
、

の
り
醤
油
の
3
種
類
が
用
意
さ

れ
た
。

　

２
部
は
外
部
生
親
子
も
参
加

し
て
餅
つ
き
大
会
が
開
催
さ

れ
、
6
組
の
家
族
が
初
め
て
の

和
文
化
を
体
験
し
た
。

　

親
子
ク
ラ
ス
「
ぽ
っ
ぽ
」
で

は
2
月
3
日
に
節
分
・
豆
ま
き

を
開
催
予
定
。保
育
室
開
放「
わ

く
わ
く
」も
定
期
的
に
開
催
し
、

元
劇
団
四
季
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク

ダ
ン
サ
ー
の
経
歴
を
持
つ
保
育

経
験
も
豊
富
な
講
師
が
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
担
当
す
る
。

　

幼
児
教
室
い
ち
ご
組
で

は
、
2
歳
０
か
月
か
ら
の
園

児
も
受
け
入
れ
が
可
能
。
3

歳
以
上
の
パ
ン
ダ
組
ク
ラ
ス

へ
の
編
入
も
可
能
。
問
い
合

わ
せ
や
申
し
込
み
は
Ｅ
メ

ー

ル friendsacademy@
nyikuei.org

ま
た
は
電
話

２
１
２
・９
３
５
・８
５
３
５
ま

で
。

た
ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
で

本
格
的
餅
つ
き
大
会

http://www.betteratmath.com
https://starchildny.com/
http://shidogakuin.com
https://www.joes.or.jp/
tel:18778852726
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
mailto: friendsacademy@nyikuei.org
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昔
、
祖
母
が
「
芝
居
、
浄
瑠

璃
、
芋
た
こ
南
京
っ
て
女
の
人

が
好
き
な
も
の
な
ん
だ
っ
て
」

と
教
え
て
く
れ
た
。
そ
う
い
う

祖
母
も
芝
居
が
好
き
で
、
そ

の
娘
で
あ
る
母
も
芝
居
好
き

で
、
劇
団
に
入
っ
て
い
た
事
も

あ
る
。
そ
の
母
に
連
れ
ら
れ
私

が
初
め
て
芝
居
を
観
た
の
は
6

歳
。
子
供
向
け
で
は
な
い
演
目

だ
っ
た
が
、
す
っ
か
り
舞
台
に

引
き
込
ま
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
世
界
に
魅
了
さ

れ
た
。女
性
は
芝
居
が
好
き
だ
。

そ
れ
は
江
戸
時
代
に
井
原
西
鶴

が
言
わ
ず
と
も
断
言
で
き
る
。

私
は
職
業
柄
、
色
々
な
国
で
舞

台
に
立
っ
た
り
、
観
に
行
っ
た

り
す
る
事
も
多
い
が
、
客
席
に

女
性
よ
り
男
性
の
方
が
多
か
っ

た
た
め
し
は
、
一
度
も
な
い
。

Ｎ
Ｙ
で
も
舞
台
を
観
に
行
く
毎

に
、
様
々
な
国
籍
と
年
齢
の
女

性
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
の
を
見

る
。
そ
れ
は
一
つ
に
、
女
性
は

男
性
よ
り
も
共
感
力
が
高
い
か

ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ

は
男
女
差
別
的
な
考
え
で
は
な

く
、
女
性
は
そ
の
よ
う
に
脳
が

作
ら
れ
て
い
る
事
か
ら
私
が
推

察
す
る
事
だ
。
ヒ
ト
の
左
脳
と

右
脳
を
結
ぶ
脳
梁
が
、
男
性
よ

り
女
性
が
太
い
の
は
周
知
の
事

実
で
あ
り
、
そ
の
せ
い
で
両
脳

の
情
報
が
行
っ
た
り
来
た
り
し

易
い
。
故
に
女
性
は
理
論
的
な

話
に
も
感
情
が
混
ざ
り
や
す
い

と
も
言
わ
れ
る
し
、
逆
に
マ
ル

チ
タ
ス
キ
ン
グ
が
得
意
な
の
も

頷
け
る
。そ
の
様
な
事
か
ら
も
、

芝
居
の
中
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

心
情
に
寄
り
添
い
、
色
々
な
情

報
を
交
錯
さ
せ
な
が
ら
理
解

し
、
よ
り
カ
タ
ル
シ
ス
を
感
じ

る
の
は
女
性
で
、
だ
か
ら
こ
そ

芝
居
が
好
き
な
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
新
年
に

娘
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
、
今
話
題

の「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」

の
芝
居
に
行
っ
て
き
た
。
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
の
原
作
は
、
芝
居

の
み
な
ら
ず
オ
ペ
ラ
、バ
レ
エ
、

映
画
や
交
響
曲
に
ま
で
な
っ
て

い
る
。
私
も
オ
リ
ビ
ア
・
ハ
ッ

セ
ー
や
レ
オ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
カ

プ
リ
オ
の
も
の
を
含
む
映
画
三

作
品
は
何
度
か
観
た
し
、
オ
ペ

ラ
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
歌
い
演

じ
た
事
も
あ
る
。
時
代
を
超
え

た
こ
の
人
気
作
の
普
遍
的
テ
ー

マ
を
、
再
び
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ

で
取
り
上
げ
る
事
に
興
味
津
々

だ
っ
た
が
、
観
て
驚
い
た
。
詳

細
な
ネ
タ
バ
レ
は
避
け
る
が
、

最
も
感
心
し
た
の
は
、
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
が
随
分
強
く
な
っ
て
い

た
事
だ
。
彼
女
は
か
弱
く
も
な

い
し
運
命
に
負
け
た
女
性
で
は

な
い
。
自
分
の
意
志
で
自
身
の

運
命
を
決
め
た
14
歳
の
女
性
と

し
て
描
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま

で
私
は
こ
の
作
品
を
、
反
目
し

合
う
両
家
の
争
い
に
巻
き
込

ま
れ
た
若
者
の
悲
恋
だ
と
思

っ
て
い
た
が
、
今
回
初
め
て
、

彼
ら
が
死
を
選
ぶ
事
で
、
大

人
が
作
っ
た
争
い
に
反
抗
し
、

自
分
達
の
愛
を
貫
く
勝
利
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
響
い
て
き
た
。

そ
れ
も
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、
強
く
描
か

れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
。
折
し

も
同
じ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で

は
、
こ
の
有
名
な
結
末
を
捨

て
、
ロ
ミ
オ
の
死
後
、
後
を

追
わ
な
い
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の

話
で
あ
る
ア
ン
ド
・
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
が
人
気
だ
。
ま
た
昨

年
エ
ミ
ー
賞
を
獲
り
話
題
を

さ
ら
っ
た
ド
ラ
マSHOGUN

で
も
、
主
人
公
の
女
性
は
よ

り
強
く
な
っ
て
い
る
。
女
性

は
昔
か
ら
芝
居
が
好
き
だ
。

し
か
し
今
ほ
ど
舞
台
で
等
身

大
の
強
い
女
性
を
見
ら
れ
る

事
は
、
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
有
色
人
種
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
も
格
段
に
増
え
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
も
ス
テ
ー
ジ
で

普
通
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

Ｎ
Ｙ
の
演
劇
シ
ー
ン
は
確
実

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
そ

ろ
そ
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
崇
拝

一
辺
倒
の
オ
ペ
ラ
界
も
変
わ

る
時
が
来
て
い
る
。

田
村
麻
子
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
か
ら
も
「
輝
く
ソ

プ
ラ
ノ
」
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
る
声
楽
家
。
Ｎ
Ｙ
を

拠
点
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ロ

イ
ヤ
ル
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル

な
ど
世
界
一
流
の
オ
ペ
ラ
舞

台
で
主
役
を
歌
う
。
Ｗ
杯
決

勝
戦
前
夜
コ
ン
サ
ー
ト
に
て

3
大
テ
ノ
ー
ル
と
共
演
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
試
合
前
に
国
歌
斉

唱
な
ど
活
躍
は
多
岐
に
渡
る
。

２
０
２
１
年
に
公
共
放
送
網

(

Ｐ
Ｂ
Ｓ)

に
て
全
米
放
映
デ

ビ
ュ
ー
。
東
京
藝
大
、
マ
ネ

ス
音
楽
院
卒
業
。
京
都
城
陽

大
使
。

この世は舞台、人はみな役者
 by シェークスピア
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校(

小
島
昇
校
長
、
児
童
生
徒
数

４
１
７
人)

で
は
、
２
０
２
５

年
1
月
の
第
1
、
2
週
に
わ
た

り
書
き
初
め
授
業
が
行
わ
れ

た
。
毎
年
新
年
に
開
催
さ
れ
る

恒
例
行
事
で
、
初
等
部
の
3
年

生
か
ら
6
年
生
と
中
高
等
部
が

参
加
し
、
各
学
年
の
レ
ベ
ル
に

合
っ
た
毛
筆
習
字
の
課
題
に
取

り
組
ん
だ
。

　

先
生
か
ら
毛
筆
習
字
で
の
姿

勢
や
筆
の
持
ち
方
、
筆
の
進
め

方
な
ど
を
教
わ
っ
た
後
、
新
聞

紙
に
練
習
を
開
始
。
初
め
は
恐

る
恐
る
書
い
て
い
た
児
童
生
徒

も
、
練
習
を
繰
り
返
す
う
ち
に

力
強
く
書
け
る
よ
う
に
な
り
、

自
信
が
つ
い
た
と
こ
ろ
で
1
人

5
枚
ず
つ
半
紙
へ
の
清
書
を
行

っ
た
。
お
手
本
を
見
な
が
ら
流

れ
る
よ
う
に
一
気
に
書
き
上
げ

る
生
徒
、
一
筆
ご
と
に
丁
寧
に

書
き
進
め
る
児
童
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
が
生
か
さ
れ
た
作

品
が
完
成
し
た
。

　

筆
や
墨
を
使
っ
て
文
字
を
書

く
機
会
が
少
な
い
中
で
、
新
年

の
書
き
初
め
授
業
は
児
童
生
徒

が
日
本
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

書
き
初
め
授
業
で
毛
筆
に
挑

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校

　

国
立
９
月
11
日
記
念
館
・
博

物
館
は
こ
の
ほ
ど
、
主
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
民
を
対
象
に
毎
月

第
１
日
曜
日
の
入
館
料
を
無
料

に
す
る
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

２
月
２
日
か
ら
開
始
す
る
こ
と

を
発
表
し
た
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
Ｎ
Ｙ

カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
を
は
じ
め
、
当
時
は
幼

す
ぎ
て
覚
え
て
い
な
い
１
億
人

以
上
の
米
国
人
の
た
め
に
慈
善

助
成
金
と
し
て
50
万
ド
ル
を
出

し
た
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
住
民
だ

け
で
な
く
、
Ｎ
Ｙ
市
内
に
勤
務

ま
た
は
通
学
し
て
い
る
人
も
対

象
で
、
入
館
時
に
身
分
証
明
書

を
提
示
す
る
。
時
間
は
午
後
４

時
か
ら
７
時
ま
で
。
無
料
チ
ケ

ッ
ト
の
事
前
予
約
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://911memorial.

org/visit/new-york-first-
sundays

ま
で
。

第
１
日
曜
は
入
館
料
無
料
に

９
・
11
記
念
博
物
館
２
月
か
ら

https://911memorial.org/visit/new-york-first-sundays
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バ
ナ
ナ
ブ
レ
ッ
ド
の
作
り

方
を
し
ょ
う
か
い
し
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
い
つ
も
お
母

さ
ん
と
作
れ
る
の
が
う
れ
し

い
し
、
バ
ナ
ナ
の
あ
ま
い
味

が
し
て
お
い
し
い
か
ら
で
す
。

　

ま
ず
、
材
料
を
よ
う
い
し

ま
す
。
バ
ナ
ナ
三
本
、
小
麦

こ
二
百
グ
ラ
ム
、
さ
と
う

七
十
グ
ラ
ム
、
ベ
ー
キ
ン
グ

パ
ウ
ダ
ー
小
さ
じ
二
、
た
ま

ご
二
こ
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

五
十
CC
を
じ
ゅ
ん
び
し
ま
す
。

じ
ゅ
ん
び
す
る
時
、
わ
た
し

は
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　

作
り
方
は
、
始
め
に
バ
ナ

ナ
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
、
フ
ォ

ー
ク
で
つ
ぶ
し
ま
す
。
つ
ぶ

し
て
い
る
時
、
グ
ニ
ャ
グ
ニ

ャ
し
て
楽
し
い
で
す
。
そ
し

て
、
の
こ
り
の
材
料
を
全
部

入
れ
て
よ
く
ま
ぜ
ま
す
。
ま

ぜ
方
は
ゆ
っ
く
り
と
気
を
つ

け
て
ま
ぜ
て
か
ら
、
だ
ん
だ

ん
速
く
ま
ぜ
ま
す
。
ま
ぜ
て

い
る
と
、
重
く
な
っ
て
手
が

つ
か
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

か
た
に
油
を
ぬ
り
、
ま
ぜ
た

物
を
流
し
入
れ
ま
す
。
リ
ボ

ン
の
よ
う
に
流
れ
て
い
く
の

が
き
れ
い
で
す
。

　

そ
の
後
、
百
七
十
度
の
オ

ー
ブ
ン
に
入
れ
、
四
十
分
ぐ

ら
い
で
で
き
あ
が
り
で
す
。

や
く
ま
で
長
い
け
れ
ど
、
あ

ま
い
に
お
い
が
し
て
き
て
ウ

キ
ウ
キ
し
ま
す
。

　

や
き
た
て
は
、
フ
ワ
フ
ワ

し
て
や
わ
ら
か
く
て
、
バ
ナ

ナ
の
に
お
い
が
強
く
て
、
お

い
し
い
で
す
。
わ
た
し
は
は

し
っ
こ
が
す
き
で
す
。
そ
れ

に
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
ソ
ー
ス
と

い
っ
し
ょ
に
食
べ
て
も
よ
く

合
い
、
お
す
す
め
し
た
い
食

べ
方
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
家
庭
菜
園
の
可
能
性
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
下　

愛
奈

「自分の人生」
　　　　　ニュージャージー補習授業校高２
　　　　　　　　　　　　　　　　篠田　育人

節
約
さ
れ
た
以
上
に
金
額
の
負

担
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
1
0
0
均
で
栽

培
セ
ッ
ト
と
い
う
も
の
を
見
つ

け
ま
し
た
。値
段
も
お
手
頃
で
、

と
て
も
良
い
商
品
だ
と
思
い
ま

し
た
。
同
時
に
、
こ
の
よ
う
に

道
具
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
で

コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
後
日

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み

農
薬
を
使
わ
ず
に
美
味
し
く

育
て
る
の
は
意
外
と
難
し
い

こ
と
な
の
で
す
。
植
物
を
育

て
て
い
る
と
ど
う
し
て
も
植

物
の
葉
を
食
べ
る
虫
や
動
物

な
ど
が
集
ま
っ
て
く
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
際

に
、
虫
よ
け
の
ス
プ
レ
ー
や

農
薬
な
ど
を
使
い
対
処
す
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
そ
の

農
薬
に
頼
ら
ず
に
育
て
て
い

る
農
家
も
あ
り
ま
す
。
農
薬

を
使
う
、
使
わ
な
い
は
個
人

の
自
由
で
す
が
、
ど
ち
ら
を

選
ん
で
も
、
普
段
の
食
材
の

あ
り
が
た
み
な
ど
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。  

　

加
え
て
家
庭
菜
園
は
、
単

に
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
や
環

境
保
全
に
と
ど
ま
ら
ず
、
心

の
健
康
に
も
い
い
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
園

芸
活
動
に
は
ス
ト
レ
ス
を
軽

減
す
る
効
果
が
あ
り
、
自
然

と
触
れ
合
う
こ
と
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
と
い
う
研
究
結

果
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

自
分
で
育
て
た
野
菜
や
果
物

を
収
穫
し
、
食
卓
に
並
べ
る

こ
と
で
達
成
感
や
満
足
感
が

得
ら
れ
、
食
育
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。  

　

し
か
し
、
家
庭
菜
園
の
た
め

の
道
具
や
水
道
代
な
ど
で
多

額
の
費
用
が
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
、
ど

う
す
れ
ば
節
約
で
き
る
か
を

考
え
て
み
ま
し
た
。
先
ほ
ど

も
書
い
た
よ
う
に
、
道
具
な

ど
の
費
用
で
も
、
種
苗
代
で

　

最
近
、
日
本
で
は
野
菜
が

値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。
農

林
水
産
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

東
京
都
中
央
卸
売
市
場
で
の

卸
売
価
格
は
、
２
０
２
４
年

６
月
24
日
時
点
で
、
た
ま
ね

ぎ
と
じ
ゃ
が
い
も
が
平
年
と

比
べ
て
お
よ
そ
1
・
6
倍
、

に
ん
じ
ん
が
お
よ
そ
1
・
5

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
野
菜
を
毎
回
購
入
し

て
い
て
は
、
多
額
の
お
金
が

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
家
や
学
校
で
自
家
栽

培
を
す
る
と
ど
の
よ
う
な
良

い
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。  

　

ま
ず
、
種
苗
代
が
安
く
な

り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
種
苗

と
は
種
や
苗
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
で
は
な
ぜ
こ
の
種
苗

代
が
安
く
な
る
と
考
え
た
の

か
。
例
え
ば
家
庭
菜
園
で
大

人
気
の
中
玉
ト
マ
ト
の
品
種

で
あ
る
フ
ル
テ
ィ
カ
。
こ

ち
ら
の
種
袋
で
購
入
し
た
場

合
、
1
袋
18
粒
、
発
芽
率
85

％
と
し
て
、
1
株
あ
た
り
約

40
円
で
す
。
そ
し
て
総
務

省
統
計
局
の
調
査
に
よ
る

と
、
２
０
２
４
年
６
月
時
点

で
の
ト
マ
ト
の
平
均
価
格
は

7
1
3
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
中
玉
ト
マ
ト

を
種
か
ら
育
て
る
こ
と
で
約

6
7
3
円
も
節
約
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　

次
に
、
家
庭
菜
園
は
自
宅

で
手
軽
に
環
境
保
全
活
動
が

で
き
ま
す
。
昨
今
は
地
球
温

暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
が
増

え
て
い
ま
す
。
現
に
昔
よ
り

も
気
温
差
が
激
し
い
と
感
じ

た
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

植
物
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

し
酸
素
を
放
出
す
る
た
め
、

都
市
部
の
ベ
ラ
ン
ダ
や
屋
上

で
野
菜
や
ハ
ー
ブ
を
育
て
る

こ
と
は
、
小
規
模
な
が
ら
も

都
市
の
C
O
2
削
減
に
貢
献

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
ご

み
を
堆
肥
化
し
て
家
庭
菜
園

で
使
用
す
る
と
、
ご
み
の
減

量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
生

ご
み
は
家
庭
か
ら
出
る
廃
棄

物
の
多
く
を
占
め
て
お
り
、

京
都
市
の
デ
ー
タ
で
は
家
庭

か
ら
出
さ
れ
る
燃
や
す
ご
み

の
3
8
・
3
％
が
生
ご
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。  

　

さ
ら
に
、
家
庭
菜
園
を
す

る
こ
と
で
、
農
家
の
大
変
さ

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
は
普
段
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
の
野
菜
や
飲
み
物
を

買
っ
て
い
ま
す
か
？
実
際
に

せ
た
い
、
こ
れ
ら
は
自
分
の

使
命
で
は
な
い
の
か
と
思
っ

た
。
人
の
役
に
立
つ
事
、
そ

れ
が
僕
の
使
命
な
の
だ
と
書

こ
う
と
思
っ
た
。
し
か
し
書

き
始
め
た
瞬
間
、
な
ん
だ
か

納
得
で
き
な
か
っ
た
。
人
の

役
に
立
つ
と
は
ど
う
い
う
意

味
な
の
か
、
何
を
す
れ
ば
人

の
役
に
立
つ
の
か
、こ
の
「
人
」

と
は
誰
な
の
か
、
こ
れ
ら
が

ど
う
考
え
て
も
納
得
で
き
る

答
え
が
出
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
も
う
一
回
考
え
直

そ
う
と
思
い
、
考
え
直
そ
う

と
ひ
た
す
ら
考
え
た
。
考
え

て
何
度
も
考
え
た
。
だ
が
な

に
も
新
し
い
事
は
思
い
つ
か

な
か
っ
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。

な
ぜ
僕
は
自
分
の
使
命
す
ら

思
い
つ
か
な
い
の
か
、
何
を

考
え
て
も
思
い
つ
く
も
の
は

小
さ
す
ぎ
る
か
大
き
す
ぎ
だ

っ
た
。
そ
こ
で
友
達
に
聞
い

て
み
た
。
ど
う
や
っ
て
自
分

の
使
命
を
考
え
れ
ば
い
い
か
。

そ
れ
で
友
は
こ
う
答
え
た
。

「
生
き
る
中
で
の
使
命
が
納
得

い
か
な
け
れ
ば
、
生
き
る
事

に
集
中
す
れ
ば
よ
く
な
い
？
」

こ
の
言
葉
で
な
ん
だ
か
は
っ

き
り
し
た
。
自
分
の
人
生
の

中
で
「
自
分
の
使
命
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
に
あ
て
は
ま
る

物
が
な
け
れ
ば
、「
生
き
る
」

と
い
う
事
が
最
終
的
の
使
命

何
だ
と
分
か
っ
た
。
自
分
の

使
命
は
生
き
る
事
だ
っ
た
。

　
「
生
き
る
」、
そ
れ
は
人
生

を
歩
む
こ
と
だ
。
人
生
を
歩

め
ば
ど
こ
か
で
人
の
役
に
立

て
る
、
人
生
を
歩
め
ば
家
族

を
守
れ
る
、
人
生
を
歩
め
ば

お
金
を
稼
げ
る
。
自
分
の
成

し
遂
げ
た
い
こ
と
、
人
生
の

歩
み
方
、
こ
れ
ら
全
て
が
生

き
る
と
い
う
事
か
ら
生
ま
れ

る
。
だ
か
ら
何
週
間
も
か
け

て
考
え
続
け
た
使
命
、
そ
れ

は
生
き
る
と
言
う
単
純
だ
が

ち
ょ
う
ど
い
い
答
え
に
た
ど

り
着
い
た
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
12
年
）　

　
　

□　
　

□　
　

□　

　

ぼ
く
が
学
え
ん
さ
い
で
が
ん

ば
っ
た
こ
と
は
、
大
き
い
こ
え

で
せ
り
ふ
が
い
え
た
こ
と
で

す
。

　

も
う
一
つ
は
、
み
ん
な
で
き

ょ
う
り
ょ
く
し
て
、
う
ま
く
げ

き
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
え
ん
さ
い
の
日
ま
で
、
み

ん
な
で
せ
い
い
っ
ぱ
い
れ
ん
し

ゅ
う
し
て
き
ま
し
た
。
本
ば
ん

の
と
き
は
、
き
ん
ち
ょ
う
で
ド

キ
ド
キ
し
ま
し
た
が
、
う
ま
く

れ
ん
し
ゅ
う
ど
お
り
に
え
ん
ぎ

が
で
き
ま
し
た
。

　

お
と
う
さ
ん
や
お
か
あ
さ
ん

が
げ
き
を
見
て
、「
じ
ょ
う
ず

に
で
き
て
か
ん
ど
う
し
た
。」

と
、
ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
学
ね
ん
の
げ
き
も
見

た
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
（
滞
米
１
年
５
か
月
）

「学えんさいのおもいで」
　　　　　ニューヨーク育英学園全日制小１
　　　　　　　　　　　　　まつ本　さねゆき

「
バ
ナ
ナ
ブ
レ
ッ
ド
の
作
り
方
」

　
　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ョ
ル
ダ
ニ　

ラ
ナ

　
「
自
分
の
生
き
る
意
味
は
何

だ
ろ
う
か
？
」
こ
の
質
問
は

僕
の
人
生
の
中
で
最
も
答
え

に
く
い
も
の
だ
。
家
族
、生
活
、

教
育
、
将
来
、
こ
う
い
う
様
々

な
も
の
が
僕
の
人
生
の
中
で

一
番
大
切
だ
と
考
え
た
が
、

自
分
の
使
命
、
自
分
の
生
き

る
意
味
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
考
え
た
、
自

分
は
何
の
た
め
に
こ
こ
に
い

る
の
か
、
自
分
の
人
生
で
何

を
し
た
い
の
か
、
こ
れ
か
ら

ど
う
生
き
て
行
く
の
か
、
そ

れ
ら
す
べ
て
を
見
つ
け
た
か

っ
た
。
だ
か
ら
自
分
の
使
命

の
探
索
が
始
ま
っ
た
。

　

始
め
に
、
自
分
の
人
生
の

中
で
何
を
成
し
遂
げ
た
い
か

を
考
え
た
。
家
族
を
守
り
た

い
、
好
き
な
職
業
に
就
く
、

お
金
を
稼
ぐ
、
自
分
の
家
族

を
始
め
る
、
こ
れ
ら
の
よ
う

な
自
分
の
人
生
の
中
で
果
た

し
た
い
事
は
い
く
つ
も
あ
っ

た
。
だ
が
そ
れ
で
も
こ
れ
ら

は
僕
が
生
き
る
意
味
に
は
あ

て
は
ま
ら
な
い
と
思
っ
た
。

だ
か
ら
も
っ
と
探
っ
た
。
自

分
の
真
の
使
命
と
は
な
ん
だ

と
必
死
に
考
え
た
。
そ
こ
で

思
い
つ
い
た
。
自
分
は
ど
う

人
生
を
歩
み
た
い
の
か
が
疑

問
に
な
っ
た
。
始
め
に
僕
は

人
の
役
に
た
て
れ
る
よ
う
に

生
き
た
い
と
昔
か
ら
思
っ
て

た
。
人
助
け
し
た
い
、
人
の

役
に
立
ち
た
い
、
人
を
喜
ば

る
と
、
市
販
の
野
菜
や
果
物
の

種
を
使
っ
た
り
、
道
具
を
安
く

買
っ
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫
を

す
る
こ
と
で
費
用
を
節
約
で
き

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。  

　

他
に
も
手
間
や
時
間
が
か
か

る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
水
や
り
や
害
虫
対

策
、
収
穫
な
ど
の
手
間
が
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

家
族
で
役
割
を
分
担
す
る
な
ど

工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
作
業
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
家
族
間

の
絆
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
私
も
実
際
に
ク
ラ
ス
で
野

菜
を
育
て
て
い
ま
す
が
、
一
人

一
人
が
責
任
を
も
っ
て
行
動
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
ク
ラ
ス

の
絆
も
深
ま
っ
て
い
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。  

　

こ
の
よ
う
に
、
家
庭
菜
園
に

は
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
改
善
点
が
あ

り
、多
く
の
利
点
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
自
宅
な
ど
で
家
族
や

仲
間
と
一
緒
に
野
菜
を
育
て
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

　
　

   　
（
滞
米
２
年
４
か
月
）

https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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五
番
街
の
ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
に
住
む

「
ど
ち
ら
に
お
住
ま
い
で
す
か
？
」

「
ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
の
35
階
で
す
」

　

こ
こ
で
会
話
が
途
切
れ
る
か
弾
む
か
は
あ
な
た

次
第
・
・
・
。
し
か
し
こ
れ
で
大
体
の
想
像
が
つ

く
。何
を
仕
事
に
し
て
い
る
の
か
は
聞
か
ず
と
も
、

な
ん
ら
か
の
分
野
で
成
功
を
手
に
し
た
人
に
違
い

な
い
と
大
概
の
人
は
思
う
。

　

住
所
は
五
番
街
７
２
１
番
地
。
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
自
宅
で
も
あ
り
、

出
入
り
に
は
多
少
神
経
を
使
う
が
、
住
人
で
あ
れ

ば
ま
っ
た
く
問
題
な
く
、
ド
ア
マ
ン
も
笑
顔
で
挨

拶
し
て
く
れ
る
（
に
違
い
な
い
）。
ご
存
じ
の
よ

う
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
厳
し
さ
で
は
多
分
Ｎ
Ｙ

で
一
番
だ
ろ
う
。

　

35
階
、
１
１
３
０
平
方
フ
ォ
ー
ト
の
大
き
な
ワ

ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
。
北
東
向
、
天
井
か
ら
床
ま

で
の
窓
が
広
さ
を
強
調
す
る
。
ま
た
一
つ
で
事

足
り
る
大
き
な
ウ
ォ
ー
ク
・
イ
ン
・
ク
ロ
ゼ
ッ

ト
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ゲ
ス
ト
用
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー

ム
。
リ
ビ
ン
グ
か
ら
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
一
部

が
見
え
る
。
30
階
に
は
ラ
ウ
ン
ジ
・
ダ
イ
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
・
ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
・
シ
ネ
マ
ル
ー
ム
・
会

議
室
、
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
即
入
居

可
。
家
賃
は
月
額
７
５
０
０
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ

は
電
話
９
１
７
・
５
４
９
・
５
１
５
７
、
Ｅ
メ
ー

ル｠miyuki3533@gmail.com

　

大
島
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
ユ
ピ
ア
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
Ｌ
Ｌ
Ｃ
）

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
近
郊
で
発
生
し
た
山
火

事
で
１
万
５
０
０
０
棟
以
上
の

家
屋
が
消
失
ま
た
は
損
傷
し
、

20
日
ま
で
に
少
な
く
と
も
27
人

が
死
亡
し
た
。
規
模
の
大
き
い

パ
リ
セ
ー
ズ
と
イ
ー
ト
ン
の
火

災
は
一
部
消
し
止
め
た
も
の
の

鎮
火
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
ま

だ
約
４
万
１
０
０
０
人
が
避
難

命
令
ま
た
は
警
告
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
。

　

火
災
に
乗
じ
た
空
き
巣
な
ど

の
犯
罪
も
相
次
い
で
お
り
、
14

日
ま
で
に
逮
捕
者
は
80
人
以
上

と
な
っ
た
。
警
察
は
避
難
命
令

や
警
告
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

住
宅
街
一
帯
を
封
鎖
し
、
警
戒

を
強
め
て
い
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
郡
地
方
検
事
局
は
13
日
、
火

事
場
泥
棒
と
放
火
に
関
与
し
た

と
し
て
合
わ
せ
て
10
人
を
起
訴

し
た
と
発
表
し
た
。

　

サ
ウ
ス
ゲ
ー
ト
の
ア
パ
ー
ト

の
裏
に
あ
る
ソ
フ
ァ
に
火
を
つ

け
た
と
し
て
ル
イ
ス
・
フ
ェ
リ

ペ
・
グ
デ
ィ
ノ
容
疑
者
（
28
歳
）

が
、
同
じ
く
サ
ウ
ス
ゲ
ー
ト
に

あ
る
モ
ー
テ
ル
の
外
の
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
に
火
を
つ
け
た
と

し
て
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
レ
ク
サ

ン
ダ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
容
疑

者
（
36
歳
）
が
逮
捕
さ
れ
る
な

ど
、
少
な
く
と
も
６
人
が
放
火

の
疑
い
で
起
訴
さ
れ
た
が
、
混

乱
と
破
壊
を
引
き
起
こ
す
こ
と

を
楽
し
ん
で
い
た
と
供
述
す
る

者
が
多
く
、
山
火
事
の
発
生
と

は
直
接
関
係
な
い
と
い
う
。

　

ま
た
放
火
容
疑
以
外
で
も
、

避
難
区
域
内
で
弾
薬
と
工
具
の

不
法
所
持
で
男
が
逮
捕
さ
れ
、

サ
ン
タ
モ
ニ
カ
で
は
窃
盗
未
遂

と
略
奪
の
容
疑
で
男
が
逮
捕
さ

れ
た
。
マ
リ
ブ
で
は
消
防
士
に

な
り
す
ま
し
盗
品
を
所
持
し
て

い
た
容
疑
で
男
が
逮
捕
さ
れ
て

い
る
。

　

消
火
活
動
に
あ
た
っ
て
い
た

航
空
機
に
ド
ロ
ー
ン
が
衝
突
し

飛
行
で
き
な
く
な
る
事
故
が
起

き
た
た
め
、
警
察
は
火
災
現
場

で
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
い
た

人
々
に
対
す
る
追
及
も
行
っ
て

い
る
。

　

火
災
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

警
察
な
ど
が
放
火
の
疑
い
を
視

野
に
入
れ
て
出
火
原
因
を
調
査

中
だ
が
、特
定
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
な
か
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
の
電
力
会
社
サ
ザ
ン
・
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
・
エ
ジ
ソ
ン
（
Ｓ

Ｃ
Ｅ
）
は
、
イ
ー
ト
ン
で
発
生

し
た
山
火
事
を
引
き
起
こ
し
た

と
し
て
住
民
か
ら
提
訴
さ
れ

た
。
ア
ル
タ
デ
ナ
の
住
民
が
１

月
７
日
午
後
６
時
15
分
ご
ろ
、

イ
ー
ト
ン
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
を
通

る
送
電
線
の
下
の
小
さ
な
炎
が

写
っ
た
写
真
を
証
拠
と
し
て
い

る
。
住
民
は
「
下
の
ほ
う
で
小

さ
な
火
の
手
が
上
が
り
10
分
も

た
た
ず
に
丘
全
体
が
火
に
包
ま

れ
た
」
と
話
し
て
い
る
。
原
告

の
弁
護
士
は
、
米
国
立
気
象
局

が
強
風
警
報
を
出
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
同
社
が
送
電

線
へ
の
通
電
を
止
め
な
か
っ
た

こ
と
が
火
災
の
原
因
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
と
し
て
い
る
。
一

方
、
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
イ
ー
ト
ン
・
キ

ャ
ニ
オ
ン
地
域
の
回
路
と
送
電

線
を
調
べ
、
同
社
の
電
気
設
備

が
火
災
の
原
因
で
は
な
か
っ
た

こ
と
が
判
明
し
た
と
表
明
し

た
。

出
火
原
因
未
だ
特
定
で
き
ず

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
近
郊
の
大
規
模
山
火
事

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://www.redacinc.com/
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年
金
相
談
室

海外年金相談センター
市川俊治

http://nenkinichikawa.org
質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com

日
本
で
年
金
改
革
法
成
立

　

２
０
２
５
年
1
月
5
日
、
バ

イ
デ
ン
大
統
領
がThe Social 

Security Fairness Act

に
署

名
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

米
国
年
金
減
額
制
度
の
Ｗ
Ｅ

Ｐ 

（W
indfall Elimination 

Provision

棚
ぼ
た
条
項
）
と

Ｇ

Ｐ

Ｏ
（Government 

Pension Off set

政
府
年
金
オ

フ
セ
ッ
ト)

が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｐ
と
はSocial 

Security Tax

を
給
与
か
ら
源

泉
徴
収
し
な
い
雇
用
主
の
も
と

で
勤
め
た
場
合
（
政
府
系
機
関

や
米
国
以
外
の
雇
用
主
等
）、

年
金
額
を
そ
の
雇
用
に
基
づ
く

老
齢
年
金
や
障
害
年
金
の
金
額

に
よ
っ
て
減
額
調
整
す
る
規
定

の
こ
と
で
す
。（
米
国
大
使
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）
今

回
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ
廃
止
対
象
に
は
、

日
本
の
厚
生
年
金
受
給
者
で
、

米
国
年
金
加
入
期
間
が
40
ク
レ

ジ
ッ
ト
以
上
、
30
年
未
満
の
従

来
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ
対
象
者
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｏ
と
は
連
邦
政
府
や
地

方
自
治
体
の
公
務
員
年
金
を
受

け
取
っ
て
い
る
人
が
配
偶
者
や

遺
族
と
し
て
受
取
る
米
国
年
金

を
減
額
す
る
仕
組
み
で
す
。
具

体
的
に
は
、
公
務
員
年
金
の
３

分
の
２
が
米
国
年
金
か
ら
減
額

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
Ｗ
Ｅ
Ｐ
や
Ｇ
Ｐ
Ｏ
に
よ

り
減
額
を
受
け
て
い
る
受
給
者

の
減
額
分
は
、
２
０
２
４
年
1

月
分
の
米
国
年
金
支
給
ま
で
遡

及
し
て
減
額
分
が
順
次
受
給
者

に
支
払
い
さ
れ
る
予
定
で
す
。

そ
れ
以
前
に
遡
り
減
額
分
が
支

払
い
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
米
国
社
会
保
障
庁
（
Ｓ
Ｓ

Ａ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

減
額
分
の
支
払
い
方
法
は
検
討

中
で
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

掲
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

法
案
は
上
院
が
２
０
０
３
年
に

政
策
に
関
す
る
最
初
の
公
聴
会

を
開
催
し
て
以
来
、
何
十
年
も

か
け
て
議
会
に
提
出
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
や
っ
と
法
案
が
承

認
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
Ｗ
Ｅ
Ｐ
、
Ｇ
Ｐ
Ｏ

の
擁
護
派
は
そ
の
法
律
に
よ
り

引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
格
差
は

認
め
て
い
ま
し
た
が
、
法
律
の

廃
止
に
伴
う
基
金
の
財
政
負
担

の
増
加
に
危
惧
を
し
て
き
ま
し

た
。
現
に
全
受
益
者
の
約
３
％

に
あ
た
る
約
２
１
０
万
人
が
Ｗ

Ｅ
Ｐ
の
、
ま
た
80
万
人
が
Ｇ
Ｐ

Ｏ
の
影
響
を
受
け
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
現
時
点
で
は
Ｓ
Ｓ
Ａ

の
サ
イ
ト
に
は
現
時
点
の
必
要

な
対
応
と
し
て
「
住
所
や
銀
行

口
座
を
最
新
の
も
の
に
す
る
以

外
、
特
に
手
続
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
非
常
に

簡
素
な
情
報
だ
け
が
載
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
「
現
時
点

で
は
、
現
在
の
郵
送
先
住
所

と
、
最
近
変
更
さ
れ
た
場
合
は

口
座
振
込
情
報
が
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
以
外
の
措
置
を
講
じ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と

ん
ど
の
人
は
、
電
話
を
か
け
た

り
、
社
会
保
障
を
訪
れ
た
り
す

る
こ
と
な
く
、
個
人
の
私
の
社

会
保
障
ア
カ
ウ
ン
ト
で
こ
れ
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。www.ssa.gov/

myaccount 

に
ア
ク
セ
ス
し

て
サ
イ
ン
イ
ン
す
る
か
、
ア
カ

ウ
ン
ト
を
作
成
し
ま
す
。
こ
の

ペ
ー
ジ
で
は
、
実
装
に
関
す
る

最
新
情
報
を
継
続
的
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。」
と
あ
り
ま
す
。　
　

　

今
回
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ
廃
止
以
前
に

２
０
２
３
年
4
月
、
Ｓ
Ｓ
Ａ
か

ら
２
０
２
２
年
7
月
1
日
付
け

で
、
日
本
の
国
民
年
金
は
Ｗ
Ｅ

Ｐ
の
適
用
対
象
外
で
あ
る
と
い

う
通
知
が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
Ｓ
Ｓ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
の
誤

適
用
に
対
す
る
年
金
額
の
還
付

作
業
が
継
続
中
で
す
。
今
回
の

改
定
と
は
別
の
還
付
作
業
で
す

か
ら
還
付
を
受
け
て
い
な
い
方

は
引
き
続
き
還
付
請
求
を
続
け

て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
廃
止
決
定

は
日
本
の
厚
生
年
金
受
給
者
で

Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
減
額
を
受
け
て
い
る

人
の
み
な
ら
ず
、
将
来
日
本
の

厚
生
年
金
と
米
国
年
金
を
受
給

予
定
で
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
対
象
と
な
る

方
に
も
大
変
な
吉
報
で
す
。

　

例
え
ば
２
０
２
４
年
に
62
歳

と
な
っ
た
方
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ
に
よ
る

最
大
減
額
金
額
が
月
額
５
８
７

ド
ル
で
し
た
。
こ
の
減
額
が
無

く
な
り
ま
す
。
同
時
に
そ
の
配

偶
者
の
方
の
年
金
額
も
増
額
さ

れ
ま
す
の
で
ご
夫
妻
に
と
り
大

変
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｐ
と
Ｇ
Ｐ
Ｏ
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
で
、
年
間
88
億
ド
ル

の
年
金
支
出
が
増
え
る
と
の
予

測
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
試
算

で
は
、
２
０
３
５
年
に
は
米
国

年
金
の
財
源
が
不
足
し
て
年
金

支
払
額
の
減
額
が
始
ま
る
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
Ｗ

Ｅ
Ｐ
と
Ｇ
Ｐ
の
廃
止
は
年
金
財

源
の
不
足
を
早
め
る
と
予
測
す

る
意
見
も
あ
り
ま
す
。
米
国
社

会
保
障
制
度
は
、
基
金
の
コ
ス

ト
と
歳
入
の
シ
ス
テ
ム
に
変
更

を
加
え
な
い
限
り
、
根
本
原
因

に
対
処
す
る
た
め
に
退
職
制
度

再
構
築
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

　

最
近
日
本
の
経
済
誌
に
米
国

の
年
金
額
は
日
本
の
年
金
額
の

２
・
８
倍
に
相
当
す
る
と
の
記

載
が
あ
り
ま
し
た
。
す
っ
き
り

し
た
米
国
年
金
制
度
の
持
続
性

を
心
よ
り
祈
念
す
る
次
第
で

す
。
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ャ
ビ
ッ

ツ
セ
ン
タ
ー
で
２
０
２
５
年

1
月
12
日
か
ら
15
日
に
開
催

さ
れ
た
世
界
最
大
規
模
の
小

売
展
示
会
「NRF Retail’s Big 
Show

」
に
、
75
か
国
以
上
か

ら
３
万
５
０
０
０
人
以
上
の
ゲ

ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
達
が
参
加

し
た
。

■
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
に
注
目

　

ボ
ス
ト
ン
本
社
の
レ
ス
ト
ラ

ン
向
け
テ
ッ
ク
企
業
ト
ー
ス
ト

社
を
始
め
、
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
や

ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
な
ど
の
大
手
企

業
の
経
営
陣
に
よ
る
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
最
新
の
小
売
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
ト
レ
ン
ド
が
紹

介
さ
れ
、
会
場
全
体
が
技
術
革

新
と
環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
と
な
っ

た
。
今
年
は
特
に
フ
ー
ド
テ
ッ

ク
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

■
日
本
企
業
も
技
術
力
を
ア
ピ

ー
ル

　

日
本
か
ら
は
、
東
芝
、
富

士
通
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ネ

ク
ト
傘
下
の
米
ソ
フ
ト
ウ
エ

アBlue Yonder

な
ど
日
本
を

リ
ー
ド
す
る
企
業
が
メ
イ
ン

フ
ロ
ア
に
ブ
ー
ス
を
構
え
た
。

東
芝
は
「Sustain Success 

Responsibility

」
と
い
う
大

き
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
高
々

と
掲
げ
て
ア
ピ
ー
ル
し
、
日
本

企
業
の
技
術
力
と
持
続
可
能
性

へ
の
取
り
組
み
を
世
界
に
発
信

し
た
。

■
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
意

識
　

会
場
で
は
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
商
品
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

電
子
サ
イ
ン
が
目
立
ち
、
サ
ス

Ｎ
Ｒ
Ｆ
２
０
２
５
の
注
目
ポ
イ
ン
ト

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
×
小
売
フ
ー
ド
テ
ッ
ク

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
意
識
の
高

ま
り
が
伺
え
た
。
Ｎ
Ｒ
Ｆ
は
、

1
世
紀
以
上
に
わ
た
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
改
善
や
気
候
変
動

へ
の
対
応
を
推
進
し
て
き
た
。

２
０
２
５
年
の
展
示
会
で
は
、

よ
り
持
続
可
能
な
実
践
を
目
指

し
長
期
的
な
目
標
を
掲
げ
全
体

を
通
じ
て
環
境
配
慮
を
徹
底
し

て
い
た
。

　

出
展
者
の
中
に
は
、「
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
の
山
火
事
に
胸
を
痛

め
て
い
る
。
森
林
を
伐
採
し
て

紙
を
製
造
す
る
こ
と
を
や
め
、

世
界
の
小
売
業
界
を
Ａ
Ｉ
と
Ｉ

Ｔ
技
術
で
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

指
し
た
い
」
と
語
る
営
業
マ
ン

も
い
た
。
小
売
業
界
に
お
け
る

持
続
可
能
性
の
意
識
が
さ
ら
に

深
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら

れ
る
。

　

Ｎ
Ｒ
Ｆ
は
循
環
型
社
会
と
フ

ー
ド
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
改

善
に
焦
点
を
当
て
、
小
売
業
界

全
体
で
の
持
続
可
能
性
を
追
求

し
て
い
る
。
未
来
を
示
す
道
し

る
べ
と
な
る
展
示
会
だ
。

■
古
市
裕
子
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
企
業
経
営

財
務（SDGs

）ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

北
米
進
出
支
援
Ｎ
Ｙ
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ク
シ

ョ
ン
社
代
表
。Global Press

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
。
国
連

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
員
。

元
ジ
ェ
ト
ロ
勤
務
。。
著
書『
欧

米
企
業
に
学
ぶ
・SDGs

転
換

戦
略
の
現
在
：
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

×
次
世
代
×
企
業
価
値
』(

新

潮
社)
。『The Purpose: 

何

の
た
め
に
存
在
し
ど
ん
な
価
値

を
提
供
す
る
の
か
』（
リ
ス
ナ

ー
ズ
出
版
）

●
写
真
：
筆
者
撮
影

　

ジ
ェ
シ
カ
・
Ｓ
・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
（
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
警
）
警
察
長
官
は
15

日
、
路
上
の
安
全
性
強
化
の

た
め
パ
ト
カ
ー
な
ど
警
察
の

追
跡
は
最
も
重
大
な
犯
罪
の

み
に
限
定
す
る
と
い
う
新
方

針
を
発
表
し
た
。

　
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
世
界
で

最
も
人
口
密
度
の
高
い
都
市

の 

1 

つ
で
あ
り
、
路
上
で
車

両
追
跡
を
行
う
か
ど
う
か
を

決
定
す
る
に
あ
た
り
、
警
察

官
に
は
明
確
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
必
要
」
と
し
て
、
市
民

や
警
察
が
過
度
の
リ
ス
ク
に

さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
、
違
反

な
ど
の
軽
犯
罪
の
追
跡
は
危

険
で
、
現
在
の
高
度
な
手
段

で
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
全
か

つ
効
果
的
に
犯
罪
者
を
逮
捕

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
不
必
要
と
し
た
。

　

新
政
策
は
２
月
１
日
に
発

効
と
な
り
、
近
日
中
に
担
当

警
官
全
員
の
訓
練
を
開
始
す

る
。
車
両
追
跡
の
変
更
事
項

は
次
の
通
り
。

·
車
両
追
跡
は
、
重
罪
お
よ

び
暴
力
的
な
軽
犯
罪 

の
み
に

制
限
。
交
通
違
反
、
違
反
、

ま
た
は
非
暴
力
的
な
軽
犯
罪

に
対
す
る
追
跡
は
許
可
し
な

い
。

　

車
両
追
跡
は
追
跡
の
場

所
、
そ
れ
が
住
宅
街
で
あ
る

か
学
校
や
遊
び
場
の
近
く
に

あ
る
か
を
考
慮
。

·
上
司
は
追
跡
の
速
度
を

積
極
的
に
監
視
し
、
必
要
に

応
じ
て
専
門
部
隊
に
支
援

を
求
め
る
な
ど
、
追
跡
を

積
極
的
に
監
視
お
よ
び
管

理
す
る
と
い
う
責
任
が
追
加
、

課
さ
れ
る
。
２
０
２
４
年
に

は
２
２
７
８
件
の
警
察
に
よ

る
車
両
追
跡
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
約
25
％
が
衝
突
、
物
的

損
害
、
身
体
的
危
害
が
あ
っ

た
。
67
％
は
逃
走
車
追
跡
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
新
し
い
ポ

リ
シ
ー
で
は
許
可
さ
れ
な

い
。（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井

絹
江
）

追
跡
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

警
察
車
両
の
捜
査
で

http://www.startsnewyork.com
http://brooklyntime.net
http://www.furumoto.com
mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
www.ssa.gov/myaccount
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二
日
目
の
朝
を
迎
え
た
。
今

回
の
旅
行
で
は
時
差
ボ
ケ
が
ほ

と
ん
ど
無
い
と
言
え
る
。
こ
の

ア
パ
ー
ト
は
全
く
現
地
の
住
人

と
同
じ
暮
ら
し
が
で
き
る
が
、

え
ら
い
丘
の
上
に
あ
る
た
め
歩

く
時
は
息
が
切
れ
る
く
ら
い

の
丘
を
登
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

が
、
チ
ラ
チ
ラ
と
気
に
な
っ
て

い
た
の
だ
が
、
そ
の
丘
に
は
さ

ら
な
る
丘
が
あ
っ
て
、
そ
こ

に
中
世
の
城
跡
が
あ
る
の
だ
。

Castelmola

と
い
う
名
前
が

付
い
て
お
り
、
ど
う
や
ら
車
で

登
れ
る
ら
し
い
。
朝
一
の
ア
ジ

ェ
ン
ダ
と
し
て
古
城
に
出
か
け

る
こ
と
に
し
た
。
普
段
レ
ン
タ

カ
ー
に
は
お
金
を
全
く
か
け
ず

に
安
い
車
の
お
得
意
さ
ん
で
あ

る
が
、
今
回
は
レ
ン
タ
カ
ー
屋

の
担
当
員
に
騙
さ
れ
て
高
級
車

に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
し
ま

っ
た
。
が
、
こ
う
い
う
山
道
を

登
る
際
に
Ｂ
Ｍ
Ｗ
の
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
は
最
高
だ
。

　

20
分
ほ
ど
で
山
の
頂
上
に
着

い
た
。
駐
車
場
に
車
を
停
め
て

歩
く
と
、
そ
こ
に
は
小
さ
な
城

下
町
が
あ
っ
た
。
城
は
も
う
廃

墟
で
石
の
遺
構
し
か
残
っ
て
い

な
い
が
、
こ
こ
か
ら
見
え
る
景

色
は
絶
景
で
あ
っ
た
。
半
島
、

輝
く
海
、
段
々
に
な
っ
た
茶
色

い
山
肌
、
真
下
の
街
、
中
世
の

城
は
防
御
力
が
勝
負
ど
こ
ろ

だ
。
こ
こ
な
ら
敵
が
攻
め
て
く

る
の
が
い
ち
早
く
発
見
で
き
た

で
あ
ろ
う
。
向
か
い
の
、
少
し

低
い
山
頂
に
も
砦
が
築
か
れ
て

い
る
。
武
田
信
玄
は
色
の
違
う

煙
を
狼
煙
で
あ
げ
て
敵
の
襲
来

を
い
ち
早
く
知
ら
せ
た
と
聞
い

た
。
風
林
火
山
、
早
き
事
風
の

ご
と
く
で
あ
る
。

　

城
下
町
に
は
教
会
が
あ
る
。

今
で
こ
そ
ト
ラ
ッ
ク
で
物
資
が

運
ば
れ
て
カ
フ
ェ
も
お
し
ゃ
れ

で
充
実
し
て
い
る
が
、
こ
ん
な

山
の
上
の
教
会
が
こ
れ
だ
け
立

派
な
と
こ
ろ
に
、
こ
の
国
の
カ

ト
リ
ッ
ク
の
敬
虔
さ
を
み
る
。

　

一
旦
、
ア
パ
ー
ト
に
引
き
あ

げ
て
ラ
ン
チ
を
自
炊
、
細
君
が

昨
夜
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
ア
ン

チ
ョ
ビ
と
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
で
ア

ン
チ
ョ
ビ
パ
ス
タ
を
作
っ
て
く

れ
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を

す
る
の
も
良
い
が
、
毎
食
だ
と

飽
き
て
し
ま
う
し
、
お
金
が
か

か
り
過
ぎ
る
。
こ
う
し
て
、
あ

た
か
も
自
宅
で
暮
ら
し
て
い
る

よ
う
に
自
炊
で
き
る
ア
パ
ー
ト

は
18
日
間
の
バ
カ
ン
ス
で
は
本

当
に
助
か
る
。

　

午
後
は
、
昨
日
と
違
う
ビ
ー

チ
へ
出
る
。
当
て
は
無
い
に
等

し
い
が
、電
車
の
駅
を
目
指
し
、

そ
こ
に
水
着
姿
の
人
が
い
る
事

を
確
認
し
車
で
海
岸
線
を
走
っ

て
探
し
て
み
た
。
予
感
的
中
。

地
元
の
人
が
通
う
無
料
の
ビ
ー

チ
を
見
つ
け
た
。
そ
も
そ
も
ビ

ー
チ
は
皆
の
も
の
な
の
だ
。
パ

ラ
ソ
ル
な
ん
ぞ
要
ら
な
い
。

　

相
変
わ
ら
ず
イ
タ
リ
ア
の
海

は
綺
麗
だ
。
岩
場
に
は
魚
が
た

く
さ
ん
い
た
。
水
温
が
ち
ょ
う

ど
良
く
て
何
時
間
で
も
水
に
浸

か
っ
て
い
ら
れ
そ
う
。
が
、
パ

ラ
ソ
ル
も
な
い
の
で
（
笑
）
暑

く
て
２
時
間
以
内
に
引
き
上
げ

る
こ
と
に
し
た
。
帰
り
の
ド
ラ

イ
ブ
も
Ｂ
Ｍ
Ｗ
は
素
晴
ら
し
か

っ
た
。「FERMATA

」
と
書
い

て
あ
っ
た
の
で
止
ま
っ
て
し
ま

っ
た
（
笑
）。
そ
う
、
音
楽
記

号
の
フ
ェ
ル
マ
ー
タ
は
イ
タ
リ

ア
語
で
ス
ト
ッ
プ
、
楽
譜
に
書

い
て
あ
れ
ば
そ
こ
で
演
奏
が
一

時
停
止
し
、
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
に

書
い
て
あ
れ
ば
バ
ス
が
一
時
停

止
す
る
。

　

ア
パ
ー
ト
に
戻
っ
て
昼
寝
。

こ
れ
が
気
持
ち
良
い
。
そ
う
そ

う
、
こ
の
地
で
は
一
番
暑
い
時

間
、
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

は
シ
エ
ス
タ
を
と
る
。
店
も
ほ

と
ん
ど
閉
ま
っ
て
い
る
の
で
私

た
ち
も
ア
パ
ー
ト
で
休
ん
だ
。

　

夕
方
は
、
お
め
か
し
し
て
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
へ
。
ア
ラ
ン
シ
ー

ノ
と
い
う
シ
チ
リ
ア
の
郷
土
料

理
を
食
べ
る
。
こ
い
つ
は
出
か

け
る
前
か
ら
噂
で
聞
い
て
い
て

楽
し
み
に
し
て
い
た
。
ラ
イ
ス

に
ハ
ム
や
ら
ピ
ス
タ
ッ
チ
オ
を

入
れ
て
油
で
揚
げ
た
お
に
ぎ
り

よ
り
少
し
大
き
い
丸
い
米
の
食

べ
物
だ
。
頭
が
と
ん
が
っ
て
い

て
愛
嬌
が
あ
る
。
か
な
り
ボ
リ

ュ
ー
ム
が
あ
っ
て
、
一
つ
食
べ

れ
ば
お
腹
が
膨
れ
て
し
ま
う
。

　

ア
ラ
ン
シ
ー
ノ
（
複
数
形
で

は
ア
ラ
ン
シ
ー
ニ
と
言
い
、
現

地
で
は
ア
ラ
ン
シ
ー
ナ
と
言
う

そ
う
だ
）
を
食
べ
て
い
る
と
、

え
ら
く
綺
麗
に
正
装
し
た
男
女

が
横
を
通
っ
て
い
く
。
芸
能
人

で
も
き
て
い
る
の
か
と
思
っ
て

付
い
て
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し

た
。
な
ん
と
そ
こ
に
は
美
し
い

パ
ラ
ッ
ツ
ォ
が
あ
り
、
ち
ょ
う

ど
結
婚
式
が
終
わ
っ
た
ば
か
り

な
の
で
あ
っ
た
。
沢
山
の
花
飾

り
を
業
者
が
撤
収
す
る
と
こ
ろ

で
、
そ
の
前
に
写
真
を
撮
ら
せ

て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も

素
晴
ら
し
く
綺
麗
な
城
館
で
あ

る
。

　

で
、
例
の
ス
ー
パ
ーDeco

で
水
と
朝
食
を
買
っ
て
心
臓
破

り
の
坂
を
登
っ
て
帰
宅
。
シ
チ

リ
ア
に
着
い
て
ま
だ
二
日
目

な
の
で
あ
る
が
随
分
長
い
こ
と

こ
こ
に
居
る
気
が
す
る
。
時
差

ボ
ケ
は
全
く
無
く
快
適
な
タ
オ

ル
ミ
ー
ナ
の
現
地
生
活
で
あ
っ

た
。（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
シ
チ
リ
ア
・
マ
ル
タ
旅
日
記

第
３
話　

ア
ラ
ン
シ
ー
ノ
、
ア
ラ
ン
シ
ー
ニ
、
ア
ラ
ン
シ
ー
ナ

1

　

昨
年
10
月
、
昭
和
の
く
ら
し

博
物
館
（
東
京
都
大
田
区
）
で

開
催
し
た
「
開
館
25
周
年
記
念

ト
ー
ク
」
で
講
演
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
同
館
は
、
家

具
史
・
生
活
史
の
研
究
者
で
あ

る
小
泉
和
子
氏
が
１
９
５
１
年

に
建
て
ら
れ
た
実
家
を
改
修

し
、
１
９
９
９
年
に
開
館
し
ま

し
た
。
建
築
技
師
で
あ
っ
た
父
・

小
泉
孝
氏
の
設
計
に
よ
る
こ
の

家
は
、
１
９
５
０
年
か
ら
始
ま

っ
た
住
宅
金
融
公
庫
の
最
初
の

融
資
を
受
け
て
建
て
ら
れ
た
公

庫
住
宅
で
、
戦
後
の
東
京
郊
外

の
庶
民
住
宅
の
様
子
を
よ
く
残

し
て
い
る
と
し
て
２
０
０
２
年

に
登
録
有
形
文
化
財
と
な
り
ま

し
た
。
昭
和
20
〜
30
年
代
の
く

ら
し
ぶ
り
を
伝
え
る
た
め
、
四

季
に
合
わ
せ
て
家
財
道
具
を
展

示
し
、
現
在
の
く
ら
し
を
見
つ

め
直
す
各
種
の
企
画
展
・
講
座
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
も
行
っ
て

お
り
、
２
０
１
８
年
以
降
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
ま
ず
私
か
ら
「
魅

惑
の
個
人
博
物
館
」
と
題
し
て

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
拙
著『
教

養
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
博

物
館
の
世
界
』（
誠
文
堂
新
光

社 

２
０
２
１
）
で
も
、「
行
く

べ
き
日
本
の
博
物
館
厳
選
20
」

の
一
つ
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た

が
、
お
そ
ら
く
同
館
が
充
実
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
は
、

小
泉
館
長
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

の
ご
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
運
営
形
態

と
な
っ
た
こ
と
も
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
個
人
博
物
館
が
抱
え

る
最
大
の
課
題
は
、
い
か
に
世

代
を
超
え
て
運
営
を
継
続
で
き

る
か
で
す
が
、
同
館
も
当
初
は

小
泉
館
長
の
実
家
を
活
用
し
た

私
設
「
個
人
博
物
館
」
で
し
た

が
、
持
続
的
、
安
定
的
な
運
営

を
図
る
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

立
ち
上
げ
た
と
理
解
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
こ
れ
ま

で
私
が
訪
問
し
て
き
た
法
人
格

を
持
た
な
い
個
人
運
営
の
博

物
館
を
、「
蒐
集
の
鬼
た
ち
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、「
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、「
戦

争
や
地
域
の
歴
史
資
料
」、「
ス

ポ
ー
ツ
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
」、

「
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
」、「
昆
虫

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
6
つ
に
分

類
し
て
60
館
以
上
紹
介
し
、
最

後
に
個
人
博
物
館
の
運
営
継
続

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
親
族
等

に
よ
っ
て
運
営
を
継
続
し
た
例

や
法
人
化
し
た
例
、
自
治
体
や

大
学
等
に
寄
贈
・
寄
託
し
た
例

な
ど
を
紹
介
し
、
そ
の
課
題
や

検
討
す
べ
き
点
を
考
察
し
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
文
化
政
策
と

し
て
そ
の
た
め
に
は
何
ら
か
の

措
置
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、小
泉
館
長
よ
り
「
昭

和
の
く
ら
し
を
み
つ
め
て
25

年
」
と
題
す
る
記
念
講
演
が
行

わ
れ
、
な
ぜ
昭
和
の
く
ら
し
博

物
館
を
立
ち
上
げ
た
の
か
、
歴

代
の
企
画
展
の
紹
介
や
昭
和
史

の
体
験
者
と
し
て
の
先
駆
的
な

試
み
に
関
し
て
、
大
変
興
味
深

い
お
話
を
い
た
だ
き
、
最
後
に

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
同

館
の
活
動
の
一
つ
に
、
家
を
開

い
て
有
志
で
勉
強
会
を
し
、
そ

の
成
果
を
展
示
し
て
、
最
後
に”

本”

に
す
る
と
い
う
研
究
活
動

が
あ
り
、
開
館
以
来
、
私
家
版

の
図
録
も
含
め
る
と
40
冊
以
上

を
世
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た”

本”

と
収
蔵
品
か

ら
、
昭
和
の
く
ら
し
博
物
館
の

25
年
間
の
活
動
を
紹
介
す
る
特

別
展
も
開
催
中
（
２
０
２
５
年

3
月
30
日
ま
で
）
で
、
本
講
演

館
の
前
後
に
見
学
さ
れ
た
方
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
昭
和
の

く
ら
し
博
物
館
の
さ
ら
な
る
発

展
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）
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http://www.takeshiasai.com
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宮
沢
賢
治
の
童
話
10
選
を
モ

チ
ー
フ
を
と
し
た
故
・
飯
塚
国

雄
の
「
版
画
シ
リ
ー
ズ
」
が
長

崎
市
の
ナ
ガ
サ
キ
ピ
ー
ス
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
１
月
26
日
ま
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
リ
ー

ズ
が
制
作
さ
れ
た
１
９
９
４
年

か
ら
96
年
の
３
年
間
は
、
飯
塚

が
国
連
本
部
ロ
ビ
ー
で
の
個
展

「
我
々
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
」

W
here are we going? 

が
開

催
さ
れ
た
時
期
と
重
な
る
。

　

飯
塚
は
１
９
６
１
年
に
渡
米

後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
創
作
活

動
に
邁
進
す
る
が
、
父
親
が
被

爆
者
で
あ
る
と
知
っ
た
70
年
代

以
降
は
絵
画
を
通
し
て
の
平
和

ア
ピ
ー
ル
に
も
注
力
し
た
。
世

界
へ
向
け
て
最
も
効
果
的
な
ア

ピ
ー
ル
は
何
か
と
模
索
し
続

け
、
１
９
９
５
年
夏
、
原
爆
投

下
50
年
の
節
目
に
は
国
連
で
の

個
展
を
成
し
遂
げ
た
。し
か
し
、

平
和
推
進
が
議
案
で
あ
っ
て
も

世
界
各
国
の
思
惑
が
渦
巻
く
国

連
で
、
飯
塚
の
個
展
が
た
や
す

く
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
い
ざ
開
催
と
な
っ

て
も
、
直
前
に
会
期
が
短
縮
さ

れ
た
り
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
縮
小

さ
れ
た
り
で
悶
々
と
し
て
い
た

時
期
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
日
々
が
続
く
な

か
、
小
学
生
時
代
に
習
っ
た

『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
、
風
ニ
モ
マ

ケ
ズ
…
』
と
い
う
詩
と
宮
沢
賢

治
の
名
前
が
浮
か
ん
だ
。
飯
塚

は
夢
中
で
宮
沢
賢
治
の
本
を
読

み
あ
さ
り
、
幾
つ
も
の
童
話
の

中
か
ら
10
篇
を
選
び
、
版
画
に

し
て
世
の
中
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
考
え
た
。
飯
塚
自
身
が
挫

折
と
混
迷
か
ら
救
わ
れ
た
宮
沢

賢
治
の
世
界
を
芸
術
と
し
て
表

現
し
、
平
和
ア
ピ
ー
ル
を
続
け

て
い
こ
う
と
制
作
に
取
り
組
ん

だ
。
版
画
シ
リ
ー
ズ
制
作
の
３

年
間
は
、
飯
塚
に
と
っ
て
平
穏

な
状
態
を
取
り
戻
す
ま
で
の
癒

し
の
時
間
で
あ
り
、
平
和
ア
ピ

ー
ル
を
続
け
て
い
く
た
め
の
原

動
力
を
培
っ
た
期
間
で
も
あ
っ

た
。（
キ
ュ
レ
ー
タ
ー 
う
ち
だ

か
ず
こ
）

ナ
ガ
サ
キ
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム:｠www.nagasaki-

peacemuseum.com

　

ア
マ
テ
ラ
ス
座
（
Ａ
Ｋ
Ｏ
代

表
）
の
創
設
５
周
年
記
念
晩
餐

会
が
16
日
、
ロ
バ
ー
ト
・
デ
ニ

ー
ロ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ト
ラ
イ

ベ
ッ
カ
・
グ
リ
ル
で
行
わ
れ
、

関
係
者
ら
40
人
余
り
が
参
加
し

た
。
合
田
さ
お
り
さ
ん
の
司
会

で
新
設
の
「
ア
マ
テ
ラ
ス
賞
」

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
語

新
聞
、本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」

発
行
人
の
三
浦
良
一
に
贈
ら
れ

た
。
１
９
８
０
年
の
来
米
以
来

45
年
間
に
わ
た
り
米
国
で
一
貫

し
て
日
本
語
週
刊
新
聞
の
記
者

と
し
て
活
動
し
て
き
た
こ
と
に

対
す
る
顕
彰
。
ま
た
絵
画
を
通

し
て
芸
術
活
動
に
も
携
わ
っ
て

い
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
人
美
術
家
協
会
の
松
田
常
葉

会
長
が
贈
呈
役
と
し
て
同
賞
を

三
浦
に
手
渡
し
た
。

　

当
日
は
、
Ａ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
が
日

舞
と
谷
川
俊
太
郎
の
『
生
き
る

と
い
う
こ
と
』
の
詩
の
朗
読
を

多
治
比
純
子
さ
ん
の
バ
イ
オ
リ

ン
演
奏
で
披
露
、
最
後
に
宝
塚

歌
劇
団
の
後
輩
、
柳
瀬
由
紀
子

(

瑞
木
淳)

さ
ん
と
「
す
み
れ

の
花
咲
く
頃
」
を
合
唱
し
た
。

Ａ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
は
、
グ
ラ
ミ
ー
賞

を
獲
得
し
た
ｈ
ｕ
ｌ
ｕ 

Ｆ
Ｘ

ド
ラ
マ
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｎ
」
で

大
蓉
院
／
伊
代
の
方（
高
台
院
）

を
演
じ
て
お
り
、
当
日
は
第
8

話
監
督
の
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
オ
セ

イ
・
ク
フ
ァ
ー
氏
、
音
響
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
チ
ャ
ド
・
ラ
イ
ネ
ス

氏
も
出
席
し
て
祝
っ
た
。

　

今
年
は
、
原
爆
投
下
80
周
年

に
あ
た
る
の
に
合
わ
せ
、
長
崎

の
原
爆
被
爆
者
で
作
家
の
林
京

子
さ
ん
の
「From Trinity to 

Trinity

」
を
尾
竹
永
子
さ
ん
の

英
訳
で
一
人
芝
居
を
秋
に
予

定
。
ま
た
、
長
年
企
画
し
て
い

る
ア
ジ
ア
系
人
種
混
合
俳
優
に

よ
る
「
マ
ク
ベ
ス
」
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
も
取
り
掛
か
る
。

ア
マ
テ
ラ
ス
座
５
周
年
祝
う

Ａ
Ｋ
Ｏ
代
表
Ｎ
Ｙ
で
劇
団
活
動

「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｎ
」
の
監
督
も
祝
福

故
・
飯
塚
国
雄
の
版
画
長
崎
で
展
示

静
か
な
る
平
和
を
ア
ピ
ー
ル

新
設
「
ア
マ
テ
ラ
ス
賞
」
本
紙
発
行
人
の
三
浦
に

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｎ
第
８
話
監
督
か
ら
祝
辞
を
受
け
る
Ａ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
（
左
）

https://shopnyseikatsu.com/
http://www.nagasaki-peacemuseum.com
http://www.nagasaki-peacemuseum.com
http://www.nagasaki-peacemuseum.com
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新
し
い
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

ー
ア
ー
ト
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

GOCA by Garde (

西
23
丁
目

５
１
５
番
地)

が
１
月
30
日

（
木
）
に
チ
ェ
ル
シ
ー
地
区
に

オ
ー
プ
ン
す
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
展
は
、
現
代
日
本
の
ネ
オ
ポ

ッ
プ
ジ
ャ
ン
ル
を
牽
引
す
る
若

手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
一
人
で
あ

る
奥
田
雄
太
に
よ
る
最
新
シ
リ

ー
ズ
「
花
」、
英
語
タ
イ
ト
ル

「KAN-SHA BOUQUETS!

」

で
あ
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
は
午
後
６
時
か
ら
午
後

９
時
ま
で(

要
予
約)

。
イ
ン

テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
や
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
な
ど
ト
ー
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
を
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
す

るGARDE

が
、
創
業
40
周
年

を
記
念
し
、
初
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
業
し

た
。
今
後
、 

2
万
4
０
０
０
平

方
フ
ィ
ー
ト
の
ス
ペ
ー
ス
に
こ

れ
ま
で
米
国
で
紹
介
さ
れ
て
い

な
い
日
本
や
ア
ジ
ア
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
を
中
心
に
、
絵
画
、
彫

刻
、
陶
芸
な
ど
多
彩
な
作
品
を

展
示
予
定
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
の
予
約
は
Ｅ
メ
ー

ルhello@goca.gallery

ま
で
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.

goca.gallery

GOCA ギャラリー
チェルシーにオープン
KAN-SHA BOUQUETS! 展

２
月
の
推
し
番
組
続
々

日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
や
ド
ラ
マ

奥
田
雄
太
が
最
新
作

　

日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
や
ド
ラ

マ
、
映
画
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
Ｊ
ｍ

ｅ
（
ジ
ェ
イ
ミ
ー)

の
２
月
の 

推
し
番
組
を
ご
紹
介
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
・
プ
レ

ミ
ア
ム
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
1

日
「
今
夜
も
生
で
さ
だ
ま
さ

し 

〜
し
ゃ
べ
る
ほ
ど 

神
戸
を

垂
れ
る
ま
さ
し
か
な
」
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
神
戸
放
送
局
か
ら
生
放
送
配

信
。
15
日
、 

大
ヒ
ッ
ト
ド
ラ
マ

シ
リ
ー
ズ
最
新
作
「
正
直
不

動
産
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
ス
ペ
シ
ャ

ル
」。
23
日
、
大
阪
マ
ラ
ソ
ン

２
０
２
５
。日
付
は
東
部
時
間
。　

配
信
日
時
等
は
変
更
に
な
る
こ

と
も
あ
る
。

　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
で

は
最
新
の
13
作
品
が
日
本
と
同

時
期
配
信
中
。
2
月
は
４
作
品

が
始
ま
る
。「
ク
ジ
ャ
ク
の
ダ

ン
ス
、誰
が
見
た
？
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
） 

、「
ア
イ
シ
ー
〜
瞬
間
記
憶
捜

査
・
柊
班
〜
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）、

「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」（
日
本
テ
レ

ビ
）、「
家
政
夫
の
ミ
タ
ゾ
ノ
」 

（
テ
レ
ビ
朝
日
）。
他
に
も
様
々

な
日
本
の
番
組
が
オ
ン
デ
マ
ン

ド
で
続
々
登
場
予
定
。

　
Ｊ
ｍ
ｅ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
やWiFi

に
接
続
し
て
い
れ

ば
、
パ
ソ
コ
ン
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
、
ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
、
ス
ト

リ
ー
ミ
ン
グ
デ
バ
イ
ス
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
と

い
っ
た
対
応
機
器
に
専
用
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
簡

単
に
視
聴
で
き
る
。
配
信
番

組
や
接
続
方
法
の
詳
し
い
内

容
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.watch.jme 

ま
で 

。

ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
視
聴

　
画
家
の
秋
葉
た
ま
み
が
、
火

伏
の
水
龍
画
を
描
い
た
。
5
つ

の
泉
を
携
え
て
い
る
。﹁
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
の
山
火
事
で
地
球
が

火
を
噴
い
て
る
よ
う
に
し
か
見

え
ず
、
な
ん
だ
か
い
て
も
た
っ

て
も
い
ら
れ
な
く
な
り
、
地
球

の
火
と
水
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

る
よ
う
に
祈
り
を
こ
め
て
描
い

た
﹂
と
い
う
。

山
火
事
を
消
す
龍
を

秋
葉
た
ま
み
が
描
く
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NEW YORK SEIKATSU

https://neuroacuny.com/
http://www.ishitaniclinic.com/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/index.html
mailto:hello@goca.gallery
http://www.goca.gallery
http://www.goca.gallery
https://www.watch.jme
https://www.watch.jme
https://www.watch.jme
https://www.watch.jme



